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発刊のあいさつ

三黄通運株式会社が株式会社共同組として昭和23年発足いたしま

してから，本年7月をもって，20周年を迎えました。 二十年と申し

ますと，必ずしも長い年月ではございませんが，わが社の創立当時

の日本は，第二次大戦後の社会，経済にわたって混乱期にあり，そ

の後，ようやく現在の繁栄日本の基盤が築き上げられたわけであり

ますが，当社の歩みました道も，坦々たる大道でならその間起伏

あり ，幾多の風雪に遭遇しつつも，先輩各位の温かいご支援のもと

全社員一丸となって，いばらの道を乗り越えて参りました。時も良

し、明治百年の今年，わが社も「二十の春」を迎えることを得まし

7こ。
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昨年，ある知友から「ただ前進する乙とばかり考えず，年史を作

って往事を振り返って見てはどうか…・・・」と勧められ，酪然，思

い当たるととがありました。私は当然のと とながら，との二十年間

通運の事業，三黄通運の社業lとただ一途に没頭して参りました。

「鹿を追う猟師，山を見ず」の教えもあり，と乙で過ぎ来し方を省

みて，ただ二十年の回顧に終るととなら正すべきは正し，また将

来に示唆するととろをくみとって，さらに一段の前進を期する跳躍

台といたしたいと考えたわけであります。

ただ疾走をつづけましたマラソンの走者が，ょうやく安定いたし

ますと，フト，後ろを振り返えるのを見るととがあります。激しい

時代の流れに梓さす事業は，もとより瞬時の足踏みも許されません

が，との20年史発刊も，走りつづけて参りました足跡を振り返える

余猶と，安定感を持ち得るようになったものとして，深い感謝とと

もに，喜びを感ずるものでございます。

20周年を迎えるととを得ましたのも，偏えに先輩，知己のご支援

の賜もので，また全従業員が努力の結晶でございまして，重ねて御

礼申上げますとともに，通運事業の公共性を深く心に留め，今後

の経営に課せられた使命と責務を痛感し，一層の精進を誓うととも

に，今後ともにど支援を賜わります乙とをお願いいたしまして，と

の「三黄通運二十年史」のご清鑑を仰ぐ次第でございます。

三寅通達株式会社

取締役社長 小 谷定夫
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社史発刊によせて

三黄通運株式会社が，本年7月，株式会社に改組20周年を迎えた

ととは喜ばしい。

会社の歴史として，20年は必ずしも長いとはいえない。また払込

資本金の上でも，1億5千万円は決して大きいとはいえない。更

に，社長小谷定夫氏の年令53才というのも，世の中の「社長」の年

令からいえば若い方に属するだろう。

しかも通運業界において「三黄」ありとして知られている所以の

ものは「小粒でもピリリと辛し、」山板の味を持っているからに外な

らない。三黄通運がそうであるとともに，小谷社長についてもいえ

ることだ。

若冠.33才の小谷定夫氏は，僅か20数名の職員と 3台のトラック

で，株式会社共同組を創設して代表者となり，爾来20年，孜々営々

社業に遁進，その小さい体から出る鋭い直感力と実行力，そして負

けじ魂というものが，創業時代の困難を乗り越えて今日の三黄通運

となる基礎づくりに大きく役立つたのである。

また，小兵ながら闘志満々の小谷定夫氏は社交性に長け，人に好

かれる一面がある。今やその社交性が国際的になって来ているが，

かつての自民党の大物で衆議院議長をやった林譲治氏に可愛がられ

たり，大阪セメン卜の松島清重社長の大きなノイックアップを得たの

も，この辺から来ているといっていいであろう。この事が戦後通運

事業がー駅ー屈であった梅田駅の一般貨物免許を獲得さしたり，大

阪生コンクリー ト株式会社佃工場の生コン運送業務を開始して，当

時としては全く珍らしい生コン車を走らして，道行く人の目をうば

うととになったのである。
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かくのごとく ，人に愛され，才気燥発で，商魂K徹した小谷社長

によって，短期間に躍進をとげた三黄通運は業界の驚異となった。

それだけに，とれからの行く手には，ますます激しい競争が待ちか

まえているととだし，創業直後とは違った茨の道にぶつかるととを

覚悟せねばなるまい。

すでに，生コン部門と貿易部門を分離独立させたのは，企業の総

合的な拡大をねらし)，乙れに備えたものと思う。それにつけても，

今後要請せられることは，企業に近代的要素を取り入れるととに勇

敢であるととと，組織づくりに特別の配慮をめぐらすことである。

創業20年にして社史を出すことは早いという見方もある。しかし

小谷社長の意中を付度するに，20周年を以って一つの大きな節と

し，反省すると乙ろは反省し，将来の発展に役立てるものは役立て

て，今後の更なる躍進に備えようとしているものと思う。ま乙とに

深い考えで，堅実な経営ぶりが乙乙にもあらわれているものとして

敬意を表する。

子猫をくわえて運ぶ親猫の様に，万全の注意を払って，親切に運

ぶ乙とを現わした三黄の猫の親子のマークが全国を被う日が，30年

史をつくるまでに来るととを信じて社史発刊の序とする。

毎日新聞社前社長上 田 常 隆
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草 わけ

それは遠い昔の話である。

昔，大阪市の市長をつとめられたととのある近藤博氏が，同氏の下で永らく

助役をしておられた栗本順三氏を伴なわれて私を会社K訪ねて来られた。都合

よく ，その夕方時聞を頂いて，甲陽園の「はり半」で食事を共にする機会を持

ったのであるが，その時の話しに「レディ ・ミックスト ・コンクリートjーーま

だ「生コンJという名前は一般に使われていなかったーーをやって見る積りは

ないかとお勧めを頂いた。当時は東京で，磐城セメント(今の住友セメント)

の業平工場が稼動して聞もない時のととだったので， Iよく研究して見ます」

というど返事をして別れた。

一方，小谷君は前々から国鉄の通運免許をとり，鉄道の貨物輸送をやってい

たが，わが社とは終戦後大阪工場のセメントの鉄道輸送をしていた関係から会

社に出入りしていた。

その小谷君が偶然，会社に来て「大阪の西の端になる佃島に土地の売物があ

るが買わないか」というととであった。社内でも先日近藤さんから話のあった

「生コンクリート」の計画について，協議を重ねていた時のととであり， 土地

でも格安に手に入るようなら，やって見ょうかという訳で話しを進めたのであ

ったが，と、存じの如く商機を見るに敏な小谷君である。 I生コンクリート」の

話もうすうす聞いていたのかも知れない。今から考えると常識を離れた安い価

格で今の佃工場の土地を手に入れる乙とが出来たのである。

小谷君はトラック輸送にも相当の経験をもっていたので，佃工場の「生コン

クリー卜」の輸送の話もトントン拍子に決まるし，それと同時に，会社でも工

場の建設に着手し，昭和28年5月に大阪市でも初めて「大阪生コンクリー卜株

式会社」最初の工場である佃工場が完成し，営業を開始したのであって，今か

ら数えて丁度15年前のととである。小谷君はその草わけである。
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と乙ろが「生コンクリート」の仕事は大阪では初めての事であり，需要は仲

々延びない。需要が順調に殖え，利益をあげるようになるのに，営業開始後5

年以上の歳月を要したのであって，その聞の小谷君の苦労は相当なものがあっ

たのである。しかしその後，小谷君の担当する工場は千島工場が35年に，神戸

工場が38年に完成した。そのようにして佃工場が「生コンクリー卜」事業の先

鞭をつけ，現在に至った。

只今大阪セメント，大阪生コンク リート両社の関係する直系の工場は12工場

とほり， 乙れに系列関連の工場52工場を加えるとその合計生産高は年間3ω万

m3という盛況となったのであるが，前にも述べた通り小谷君が最初に子をつ

けた佃工場が発端となったのである。

「生コンクリート」の事業は今後，道路網の発達と共に益々発展して行く産業

であり，今後も政府の公共投資や民間の設備投資のため「セメン卜」の需要は

益々増加する ζ とと思うが，乙の中lと占める「生コンクリー卜」の割合は，そ

れ以上の伸び率を示すことと思う。

小谷君には生コン工場のほか，当社の伊吹工場の「セメント」貨車輸送及び

トラック輸送と，大阪工場に於ける「セメント」の輸送をもやって貰っている

ので，万国博を間近かに控えた今日，小谷君の仕事の前途は誠に洋々たるもの

があるのである。

乙の機会に小谷君に提言したい事は，仕事の中に於ける人事問題の処理につ

いてである。賢明な同君は，とくに乙の点を洞察し，適当な対策を練っておら

れることと思うが，産業界K於ける経営者最大の関心事は労資の問題である。

希わくは，複雑化する人事管理の面にも，より適正な施策を推進され，仕事の

基礎を堅め，益々発展されるよう祈念するものである。

蕊にいささか昔を思い出し，将来に対する忠言を以って，三黄通運株式会社

創立20周年を記念した社史発刊のお祝いの言葉とする次第である。

大阪セメント株式会社社長 松島清重
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20年 を祝 う

三黄通運株式会社がことにめでたく創立20周年を迎えられ，記念

史 f20年のあゆみ」を発刊されるにあたり，心からお祝い申しあげ

ます。

三黄通運株式会社が昭和23年7月，株式会社共同組として創立以

来，一致団結のもとにご発展をつづけられ，今日通運業界に確固た

る地位を築きあげられたど努力に対し，深く敬意を表する次第であ

ります。

ど承知のとおり，戦後鉄道貨物運送の民主化のため，通運におき

ましては，通運事業の公正な競争の確立とー駅複数庖制を建前とし

た通運事業法が公布され，また，国鉄におきま しでも能率的な運営

により公共の福祉を増進するため公共企業体となり，今日まで国鉄

と通運とは，密接不可分の関係を有しながら共に鉄道貨物輸送の遂

行に努めてまいったのであります。

ひるがえってその間，わが国の経済は驚異的な成長を遂げてまい

りましたが，鉄道貨物輸送の面は投資不足のため近代化への脱皮が

遅れ，必ずしも時代の要請に十分とたえてきたとはいえなかったの

であります。

しかし，近年生産部門に比べ流通部門の立遅れが強く叫ばれると

同時に，流通の各部門におきましても積極的に近代化を促進しつつ

あり，国鉄におきましても目下第3次長期計画の中において，物資

別適合輸送体制の確立，自動車との結合輸送方式の導入等，貨物輸

送の近代化を強力にすすめてまいっております。
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鉄道の両端を受けもつ通運業界におかれてもとれに対して「通運

事業近代化推進協議会」を設置され，荷役の機械化の推進，共業化

の推進等をはかられておられるゃに聞き及んでおります。

いずれにいたしましでも貨物輸送部門を担当している私共といた

しましては，わが国経済の変化に即応して，それぞれの分野におい

てその機能の向上につとめ，もって国民経済の発展と国民生活の安

定に寄与しなければならないと存じます。

終りに創立20周年を契機として，貴社のど隆昌と業界発展のた

め，なお一層ど精進されますよう念願いたしまして，私のあいさつ

といたします。

日本国有鉄道

大阪鉄道管理局長 早 田 隆

一一拝受いたしました順IL掲載させていただきました一一
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¥ 20年の歩み に





共同組の創立

西から淀川をすさて，大阪駅に入らうとする直前，右側の

車窓lζ，猫が子猫をくわえた一見，ユーモラスとも見えるマ

ークを5階の屋上につけた鉄筋の社屋に気がつくであろう。

猫が子猫を運ぶときのように，細心の注意を払って，しかも

スピーディ ーに運びますという 「通運の精神」を社屋につけ

た三黄通運株式会社の姿である。

出入橋から南大阪までを取巻く高速環状線のダイナミック

な帯を通し，5階の鉄筋の社屋の塔屋に高く画かれたもの

で，林立する附近一帯の建物の中で，独特の姿勢を見せてい

る。この 「猫の塔屋」のある三黄通運株式会社が20年前，共

同組として発足したとき，誰が今日の力強い足取りを予想出

来たであろうか。

株式会社共同組が生まれたのは昭和23年7月，との年，6 

月28日，大阪市福島区西梅田町17番地(現在の社屋のあると

とろ)の共同組本庖を創立事務所として創立総会を聞いた。
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共同組本居の事務所は木造の 2階建て，附近一帯は，戦火の

跡を未だ痛々しいように残して，僅かに大阪大学附属病院，

中央電信局などが昔ながらの形をとどめているばかり。乙の

日6月28日は，初夏の風さわやかに，空も晴れて，株式会社

共同組の発足にふさわしい好天であった。乙の創立総会で，

代表取締役を小谷定夫とする件その他を議決した，創立総会

の議案は次の通りである。

第 1号議案 創立に関する事項報告の件

第2号議案 原始定款承認の件

第 3号議案役員選任の件

役員を選任，取締役の互選により，代表取締役に小谷定夫

となる

創立当時の共同組本社
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昭和15年に発足

第4号議案 商法第184条所定事項調査報告の件

第 5号議案 本庖設置場所確定の件

本屈を創立事務所たる大阪市福島区西梅田町17

番地に置くことを承認す

当日選任された役員は次の通り。

代表取締役 小谷定夫

取 締 役大栗正男

同 泉良孝

岡 田中宏

監査役森

同 森久生

かくて7月6日登記を完了し，ととに資本金 100万円をも

って，株式会社共同組が誕生した。

乙うして共同組は誕生したが，これは「株式会社」として

の誕生であって，運輸業の共同組は，昭和15年に発足してい

る。昭和15年ごろ，梅田駅に所属する鉄道運送業者は実に百

数十に及んでいた。昭和12年北京郊外藍溝橋に端を発した日

中戦争は，3年自になって日本をいよいよ苦境に追い込み，

国民精神総動員を謡うとともに，各業種の統制を断行して戦

時体制を強化していた。日本通運株式会社法が公布されて

「日本通達Jが設立されたのは，昭和12年10月であるが，14 

年には軍需と銑鉄用を除いて石炭配給に切符制がとられてい

た。15年2月には陸連，海運の統制令が公布され，梅田駅に

出入する運送業者百数十も12居に統合するよう当局から指

示があり，利害を超えてとの至上命令に従って統合するこ

ととなり，木下，真鍋，時田，守友，鍛治などの運送業者が

合同して泰平運輸株式会社を設立した。この時真鍋運送から

- 25ー



派遣されて泰平運輸に入った中に，現在の三黄通運株式会社

社長小谷定夫がいた。

乙の年は，世界にとって，日本にとって，現在の三黄にと

って，まととに運命的な「年」である。この前年昭和14年9

月， ドイツは突如としてポーランドに進撃して，イギリス，

フランスに宣戦を布告して第2次大戦の火蓋を切り，日中戦

争に突入している日本もこれに加わって，のちにアメリヵ，

イギリスと開戦する端緒となるのであるが， 15年，イタリヤ

もイギリス，フラ ンスに宣戦し， ドイツはノfリを占領した。

非常時の「落し子」のように生まれた泰平運輸株式会社

は，所詮は群小小運送業者の集まりで，哩内部は派閥争いを繰

り返えし，加うるに無秩序なその日暮らし的な運営に嫌や気

がさした小谷は，その後，泰平運輸を飛出して大阪市上福島

南2の227に庖舗を構え， r共同組」として，当時大正区千

島町にあった海軍軍需工場の日本鋳鋼所，勝山鍛工株式会社

に，軍需品の輸送業務を請負い，ささやかな運送業を開始し

た。その後，泰平運輸株式会社は，第二次統合によって，す

べて日本通運に統合されてしまった。

昭和19年6月，アメリカ軍はサイパンに上陸し，マリアナ

沖海戦で日本は空母の大半を失って，ついに制空権は完全に

アメリカ軍の掌握するととろとなり ，19年よりa年にかけて

本土空襲は苛烈を極め，大阪市も大半は灰憧に帰したが，軍

需工場の輸送は飛躍的に増大し，共同組の基盤もようやく安

定してホッとひと息ついたところで，その8月，第二次大戦

は終った。残るは瓦礁の街，物資を求めても1]1皇する人々，栄

養失調の身体を引きずるように引揚げて来る軍人たち，小谷

定夫もまただ然自失，数ヵ月を過ごした。

終戦当時，膨大な非鉄金属が大阪造兵廠に残されていた

が，政府は，アメリカ軍の進駐をひかえて，との非鉄金属が
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進駐軍lと没収されることを恐れて，それ以前に民間会社に払

下げるとととし，緊急払下げの業務を金属配給統制会社から

三井物産に下命した。三井物産はその緊急輸送業務を共同組

ほか数社の業者に委託した。当時， トラック はすでに徴用徴

発されており，燃料不足で，木炭トラック，荷馬車，鮮など

によって，共同組は全力をあげて三井，三菱の民間倉庫へ

搬出した。当時としては数万 トンに及ぶ緊急搬出を，非常な

困難と器材，器具の不足を克服して短期間に作業を完了した

ところ，金属配給統制会社，三一井物産は驚異の眼をもって見

ると同時に，非常に喜んだ。

その後，大阪へ進駐したアメリカ軍は，軍事基地の建設の

ため，これに要する膨大なセメン卜の輸送を特別調達庁に命

¥ ¥¥  

梅田駅に共同組のため進駐軍が作らせた 9号ホーム

- 27ー



本庖移転

じ，調達庁は三井物産に数10万トンのセメント輸送を指示し

て来た。三井物産は，日通に輸送作業を依頼したが，日通は

貨車不足のときでもあり，諸種の事情もあってとれを断わっ

た。困惑した三井物産では，大阪造兵廠内の物資の緊急搬出

に成功した共同組に ζ のセメント輸送を命じた。当時，日

通以外には鉄道構内の作業は出来なかったが，共同組は，進

駐軍大阪輸送司令部に折衝し，大阪鉄道局に働きかけ梅田貨

物駅の北堀割に共同組の専用フォームを設定してもらって年

間，数10万トンに及ぶ大量の進駐軍用セメン卜輸送を開始し

た。

好調の波にのった共同組は昭和22年，小谷定夫を居主とし

て，本庖を大阪市福島区西梅田町17番地に構えた。本居の建

物は2階建てで，延坪は30坪くらし、 1階，入って右に応接

室，事務室には，椅子，机が12くらい，2階に居主の部屋が

あって小谷居主がととから総指揮をとっていた。乙のほか2

階には会計の部屋があって，会計は2--3人，3畳くらいの

宿直室があって，小山実夫婦が，せまい部屋に炊事道具など

と乙ろせまいまでに並べて泊まり込み宿直をしていた。

当時は国土は焦土と化し，食を求めて街を初復するもの，

ヤミ市場が各所に生まれ，国民は新円日氾円生活の中にあえ

いでいたが，マッカーサ一司令部は公職追放令についで，金

融緊急，食糧緊急，隠匿物資緊急3措置令など相ついで公布

するほか，企業，金融機関の再建整備に乗出した。新憲法が

施行されたのもとの昭和22年5月である。

三井物産が進駐軍のセメン トの輸送を受持つていたが，共

同組は三井物産運輸部の名儀で，セメン卜を神戸，金岡，杉
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海運部を設置

本町などの各基地へ梅田駅から送っていた。とのセメントは

大阪窯業セメントと日本セメン卜の品である。とのほか，三

井物産の仕事として，舞鶴工廠から送って来たもの，森之宮

砲兵工廠のものなど，隠退蔵物資を三井倉庫へ入れる仕事を

活発に扱っていた。梅田駅で，小口扱，車扱なと、で，梅田駅

の中，13番フォームでハシケの水切り，貨車への積込みを共

同組が受持つていたのである。

当時の梅田駅の貨物量は約3千トン，共同組の扱し、が日0

トンであるから，扱い量は始，運賃は16万円余に上り相当の

業績であった。

共同組の輸送力は馬力も使ったがp トヨタのトラック 3台

で，人夫は当時，福島に山本組というのがあって，こ乙から

毎日 ，20""'30人づっ入れていた。人夫賃は1人60円くらいで

あった。

以上がp 昭和23年，株式会社共同組が生まれるまでに共同

組が辿った道であるがp 好調なスタートを切った共同組は，

越えて24年には産業復興公団大阪支部の輸送代行屈を命ぜら

れた。

戦時中，僻運送は統合されて大阪港は大阪港運(株)河川

内は大阪河川運送(株)石炭は大阪港石炭運送(株)で運航

されていたがp 昭和23年p 財閥同族支配力排除法が公布さ

れP さらに集中排除法の指定があって，三井，三菱その他の

財閥の解体が行なわれたほか，マッカーサ一司令部の命令に

よって非民主的な統合会社の解散が命ぜられたので，昭和24

年3月31日に鮮運送の以上3社は完全に閉鎖するに至った。
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当時，共同組は駅出しセメン 卜の輸送は，前記大阪河川運送

の鮮で回漕していたが，同社が解散したので，乙の鮮z1隻

(1，お0トン，27名)と曳船1隻 (2名)を人員ともに譲り

~、!'I -----i
 共同組回漕部 (昭和35年)

うけて運行に当たった。現在三黄通運の調度課長代理代田収

もとの時，大阪河川運送から入社したが，との入社の感想、

を「共同組の先輩たちのきびきびした活動が忘れられない」

と社内報に述べている。ことで共同組は海運部を設置し，事

務所を大阪市大正区三軒屋西 1T自においた。当時，大阪窯

業セメン 卜の出荷量はp 梅田駅で 1，0∞ トン.........2，∞0トン，

輸出(本船行)は4，5∞ トン.........5，500トン一月間ーであった。

乙の海運部には大阪河川運送(株)から入社した佐野主任以

下6名を配し，海運部はのちに回漕部と改称したが，昭和30

年11月大阪セメン ト工場内に事務所が設置されるまで引きつ

づき乙とで鮮運航の業務に当たった。いづれにしても，陸運

ばかりでなく海運を拓き，陸海を一連の業務の中においた乙

とは小谷社長の達見であった。
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車輔部の推移

スタート前の大型車輔

昭和42年春，東大阪市に金物団地が出来るとともに，三黄

では東大阪輸送センタ ーを設けて，車輔を常駐させて業者の

期待に応えたが，乙れを機会に「運輸の足」である車綱部の

誕生から、43年までの推移をたどって見ょう。

昭和23年発足当時の車車両部門は僅かに トヨタ トラ ック 3輔

であり，主として大阪窯業セメントと日本セメントの地場輸

送を行なっていたのである。昭和25年11月，梅田駅で限定免

許を受け，通運業務を開始すると共にセメントの地場輸送も

急速に伸びを示し，昭和26年4月には5∞ 万円に増資し，8 

月には梅田駅の一般貨物免許を受けるに至り，その車輔数も

大型15輔，小型2輔を保有するようになった。
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当時の輸送実績は通運事業集配量のみで月間3，5∞砲を越

えるに至ったのである。

明けて昭和28年4月，大阪生コンクリー 卜株式会社佃工場

の開設に伴い，関西初のコンクリートミキサー車10輔で同工

場の生コンクリート輸送を全面的に担当するとととなり，関

係当局に於いても特殊車使用によるため，既存業者を圧迫し

て無用な競争をする乙となく反って業界に新生面を開拓する

ものとして多大の関心を寄せられたものである。

初期の生コン車

その後，大阪生コンクリー卜株式会社の業務発展に伴い千

鳥工場，和歌山工場，神戸工場が相次いで開設されたが，同

社の前記4工場の生コンクリート輸送は共同組が下命を受

け，その要望に応じて来た。その問，生コンクリート車の保

有数も飛躍的に増加しておO輔の多きに達し，生コンクリー

ト車も最初の1.6m3車より 2m3車，3m3車及び:4.5m3車に

と移行し，そのミキサー装置もアヂテーター型から，チャレ

ンヂ‘型，ハイロ型と車輸の大型化と共lζ推移を重ねた。昭和

35年6月セメン卜，生コンクリート運搬を担当する特輸部が

新設され，この部門を除き，こ乙lζ真lと通運集配と一般区域

の事業に専念するとととなった。

- 32一



全車に無線機

ハイロ型生コン車 c3間帯 )

その後38年11月生コンク リート部門は独立して，三生運送

株式会社として新発足した。

当時の車鯛部としては

普通車 36綱

特殊車 2輔

小型 車 32綱

被牽引車 4輔

の計14輔であり ，従来からの車扱，小口扱と昭和28年4月から

開始した小口混載扱及び昭和34年11月より近代的輸送方式に

よるコンテナ扱が実施され，乙の実績は次の通りとなった。

コンテナ月間 1，350砲

小口混載月間 6，323N1i 

に達し， 乙の集配をより効率的に行なし~， 顧客のサービス

向上を計るため，全国新免通運業界初の通運集配車全車嗣lζ

無線機を取付け

より早く

より安く

より良いサービス

をモッ トーに輸送の合理化を図った。

ひとり通運集配のみならず，一般顧客の需要に応じ地場輸
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無線車

送面lとも進出し，その輸送数量も，昭和43年についに10，∞o
砲の大台を突破して，11，288砲に達した。その間昭和421手4

月には大阪金物問屋が東大阪市金物町に大阪金物団地を開設

するや，いち早く団地内に「東大阪輸送センター」を建設し

て要望に応え，団地内の輸送部門をひと手に引受けて好評を

得た。

保有車輔も

大型車 48綱

小型車 14輔

を配置し，東大阪輸送センターには大型車2輔，小型車3輔

を常駐させ，さらに輸送の効率化と合理化をはかつて，より

良いサービスに徹することとした。

なお28年末ごろからグレー色のトラックを明るい色に塗り

- 34ー



替えることとして，インタ ーナショナル ・オレンヂという現

在でこそさして珍しくはないが，当時は街を疾駆する共同組

のトラックは驚異の眼で眺められ，消防署や警察の交通関係

も当初，難色を示していたほと、で，それだけに目をそばだた

せるものがあり，PRの役目も十分に果すものであった。

梅田倉庫小型車
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限定免許をうく

昭和25年，復興日本は物資の往来も頻繁であったが，とと

に朝鮮動乱が勃発し，進駐軍は海空の基地から相ついで朝鮮

に向し)，ことで日本は，復興建設のための物資の生産，輸送

にさらに朝鮮動乱による特需物資の増産と増送に拍車をかけ

て，活発な動きを始めた。

大阪窯業セメント側，日本セメント側はともに大阪に工場

があり，当時は，人よりも物資の輸送が優先する時代であっ

た。 1駅1屈で日通がセメント輸送に当たっていたが，セ

メントを入れる袋は，現在のように良質のものでなかったの

で，取扱作業中に袋が破れて乱袋となり作業を混乱させると

とが多く ， 日通も乙の取扱いには音を上げていた。小谷社

長はとれに着目して，日通が弱っていた「セメント」取扱に

敢然と取組んだのである。前に述べた進旺軍の基地に送る膨

大なセメン卜を三井物産から委託されて梅田駅で輸送の任務

を果した実績が限定免許をうけるのに大きな役割を果した。

限定免許をうけた当時の現場事務所
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6月の取締役会で，定款第2条を変更して通運事業を追加

し，神戸営業所設置に関する件を議決している。 9月に大阪

港及び神戸港の税関貨物取扱人の免許をうけ，海運部(のち

回漕部)を設け，通関業務を開始した。当時，税関貨物を取

扱っているのは共同組くらいで，共同組では神戸営業所を生

田区栄町1丁目13番地においた。この神戸営業所の建物は，

現在の三責通運では使っていないが，そのまま残っている。

乙の 9月に，セメント輸送のために，一般貨物と別に専用

フォームが作られ，11月には，通運事業法に基く ，梅田駅の

限定免許をうけた。 rセメントとその製品」という限定免許

であるが，共同組が，次の一般免許へ進む第1歩が印された

のである。

独占企業排除の方針を進めていた進駐軍は，日通以外にも

免許を与えるとととなり，まず東，北，此花、西淀の 4区の

トラック運送会社が合同出資して作った 「大阪合同通運」が

免許をとった。乙うした時勢の動きを小谷社長が見逃がすは

ずがない。一般免許をとって更に飛躍をはかるため，各方面

に働らきかけていたが，すでに三井物産は解体せられ，進

駐軍は直接，セメント会社に納入を命じていたときで，セ

メント会社のほか一般荷主からも一般免許をとるよう共同組

に要請していた。乙の申請は，梅田駅長の副申を添えて陸運

局を経て運愉省に提出して免許されるのであるが，運輸審議

会にかけ，公示して反対陳情をするものは申出で，公聴会が

聞かれるのである。

共同組は梅田駅構内に現場事務所を聞いて，限定免許によ

る「セメン 卜及びその製品」の輸送業務を開始し，26年には

一般免許を申請した。とれに対し，日本通運，大阪合同通運

は猛烈に反対運動をしたが，一般免許の第1の資格は，共同

組lζ資力，信用が充分にあるかどうかというととである。乙

れは顧客から高価な物資を託されて輸送に当たるのであるか

- 37一



ら，資力，信用が第1条件となるのは当然のことであった。

当時，鉄道運賃の後払納金は，銀行保証が必要であったが，

三和銀行は，共同組に対して快よく保証した。

三和銀行が無条件で保証する共同組は，さらに資本構成を

是正するため，26年4月2旧日の臨時株主総会で4∞万円を増

資するととになり，払込みは 5月末日に完了し，車輔の購入

の他設備資金等に充当した。乙の増資申請の時の役員陣容は

次の通りである。

代表取締役 小谷定夫

取締役(海運部長〉 七瀬福三郎

取締役(総務部長〉 大栗正男

取締役(通運部長〉 日中 宏

監査役 森 久生

監査役 田村 守

vsb令
官

ti 

日占.J~.

一般免許をうけた当時の梅田駅6号門小口扱現場事務所

- 38一

ら，資力，信用が第1条件となるのは当然の乙とであった。

当時，鉄道運賃の後払納金は，銀行保証が必要であったが，

三和銀行怯，共同組に対して快よく保証した。

三和銀行が無条件で保証する共同組は，さらに資本構成を

是正するため，26年4月20日の臨時株主総会で却O万円を増

資することになり，払込みは 5月末日に完了し，車輔の購入

の他設備資金等に充当した。との増資申請の時の役員陣容は

次の通りである。

代表取締役 小谷定夫

取締役(海運部長〉 七瀬福三郎

取締役〈総務部長〕 大栗正男

取締役(通運部長〉 田中 宏

監査役 森 久生

監査役 田村 守

官、

ャ
i
t
f
い 動停…J~

セ盤、

. 
‘お也 、'，.-

Wψ伶--"-'ザ t:

一般免許をうけた当時の梅田駅6号門小口扱現場事務所

- 38ー



一般貨物免許をうく

との年，共同組は増資によって社の財政的基盤を固めると

ともIC，1駅1品目の限定免許の披行性を打破し，通運業本

来の姿とするため一般貨物免許の申請を行なったのである。

当時，1駅に2居以上あったのは，日本の 2大貨物駅である

大阪梅田と東京汐留の両駅のみであったが乙の年8月，つい

に既存業者の猛烈な反対と幾多の障害を排除し懸命の努力を

続けた結果，通運事業法に基づく東海道線梅田駅の一般貨物

免許をうけるに至った。との年乙そ共同組の歴史上特筆すべ

き時であり，乙れは小谷社長のたゆみなき努力と誠意がお得

意様より絶えず激励を賜っていた事は勿論，共同組の過去に

於ける実績が大きく物をいったのである。との時に将来の一

大飛躍が決定づけられたといっても過言ではない。

とうして，一般免許をうけた共同組では，早速9月に梅田

駅構内の 4号門(車扱) 6号門(小口扱〉現場事務所を新設

当時の共同組社員 (昭和27年〕
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するとともに人員配置も終り，10月30日，待望の一般貨物の

営業を開始した。

との年，11月には大阪窯業セメン ト(附伊吹工場が新設され

たので，同工場側線の通運取扱業の限定免許を出願申請した

が，昭和27年6月東海道線近江長岡駅の限定免許が下附され

たので，同工場内に共同組伊吹営業所を開設して同工場の発

着貨物を取扱うことになった。
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通運部

共同組が通運業界に第一歩を踏み出したのは，東海道線梅

田駅の通運限定免許をうけたのに始まるが，昭和25年12月に

は梅田駅構内に現場事務所を開設して営業を開始した。

当時の取扱量(月間)は次の通り。

車扱 単位砲

発 送 発送 到着 計

大阪窯業セメント社 6 ，~訓D 195 7，085 

日本セメント社 2，!Xち5 2，5日

計 9、445

当初は大阪窯業セメン卜社と日本セメント社のみの取扱い

セメント貨車積

-41-



であったが，昭和26年8月，梅田駅の一般貨物免許をうける

に至ゥて俄然，活況を呈し，急行小口扱，小口扱を梅田駅6

号門(現在7号門)に事務所を設けて業務を開始した。

毎日の，作業終了と共に各担当責任者は本社に集り，小谷

社長を中心lζ当日の作業量，翌日の出荷予定等を検討し，慎

重に打合わせをすませ，小谷社長始め退社するのは毎日午後

9時過ぎであった。

主な得意先としては次の通り。(敬称略)

大阪窯業セメント側

久保田鉄工側

全購連

住友電気工業(紛大阪

日本セメント(槻

ラサ工業(槻

一方，かねてより小口貨物の混載便仕立の準備を進めてい

たが，昭和28年4月，大阪玩具問屋協商会の協力のもとに栴

田 汐留聞の自社仕立混載便を開始しととに名実共に通運業

車扱発送・住友電工ケーブル積込作業
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者としての業態を整えるととになった。その後も小口混載貨

物のシェアーを拡大するため各種業界に対し貨物誘致に努力

した結果，大阪南区の建築金物問屋(現在東大阪市の大阪金

物団地に移転)及び船場周辺の繊維関係の顧客を得て，汐留

行混載便lζも確固たる地歩を築き上げるととが出来た。

昭和28年7月の月間混載貨物取扱数量は次の通り。

31輔 3，057口

10，717個 304.901fl 

取扱貨物の品種別は次の通り 。

口 名 イ固 数 重量 砥口口

玩 具 7，743 192、132

金 物 2，275 83，118 

繊 京佐 376 19，912 

-'e の 他 323 9，739 

計 10，717 初4，叩1

いよ 観伊

混 載 ホーム荷捌 作業
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汐留混載便については 1日1車仕立の貨物を確保し，他方

面混載仕立の基礎が作られた。タイアップ会社は東京通運株

式会社であった。とうして発足した汐留行混載便は所謂，小

廻りの利く特色をフルに発揮し顧客から多大の声援を受け他

方面への仕立も強く要望されるに至った。

昭和31年10月には九州，博多運輸合名会社を着扱居とする

九州地区混載便の仕立が始まった。

当時の取扱量を振返ってみると隔世の感があるが，1日1

車仕立を目標に営業部員を先頭ピ全社員が一丸となって開拓

したもので，汐留混載便と並び九州地区混載便は共同組の2

本柱となって発展して行ったのである。

31年度混載肢量
単位臨

年 間 月 間

汐留 18，306 1，526 

九州 1，338 446 

註九州は3角月間

梅田駅混載ホーム
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とうした荷主各位の絶大なご支援のもとに全社員は自信と

勇気をもって更に未仕立地区貨物誘致に全力を挙げていっ

た。乙の時顧客lとより良いサービスを提供するため営業部員

を荷主に密着させ，顧客のど要望に即応させるよう御得意様

別に専業担当者を決め，サービスの徹底を計った。また一方，

混載貨物の必須条件ともいうべき貨物速達の使命達成のため

着地に駐在員制度を採用し，従来の東京事務所の強化及び新

たに，九州 ・福岡駐在員を派遣して荷主の利便を図った。

- 45ー
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昭和32年4月には北海道地区の仕立が始められ，恋に共同

組扱混載便が日本を縦断する乙ととなった。

北海道地区混載便の着扱屈は札幌通運株式会社で共同組も

早速駐在員を配置，到着貨物の取肢の円滑を期した。

引続いて昭和33年には北陸，山陽地区にも仕立範囲を拡大

して行った。また同35年は信越，東北，奥羽の 3地区の仕立

も開始した。昭和35年混鞍取扱量は次の通りであった。

混載貨物の重な出荷主名は (JI民不同)

松下電工(紛久保旧鉄工鋳鋼工場久保田鉄工機械工

場大日電線側住友電気工業(側古河電気工業側

昭和製綱側サンスター歯磨側椿本チエン製作所

十条製紙(紛大日繊維工業側協商会

の外1∞社に及びその品名も電線，電績，鉄鋼，薬品，繊維

製品，玩具，日用雑貨まで凡ゆる品種に亘り文字通り「暮ら

コンテナ営業開始の市中パレード
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しを運び，幸栢を運ぶ」混載便として更に前進を続け 昭和

38年には中部，山陰両地区また昭和40年には四国地区，同41

年には東海地区とその仕立範囲も次々と開発されて全国各地

の仕立が可能となったのである。一方荷主に対する駐在員サ

ービスも併行して実施し，37年久保田鉄工側尼崎及び住友電

気工業側伊丹製作所に配置したのを始めとい 38年には松下

電工側，小松化成制及び、久保田鉄工(欄枚方工場を担当する枚

方地区駐在員を常駐させて荷主の要請に応えて行った。

40年には泉佐野の大阪陶業側及び43年1月には松下電工側

の出荷取肢の円滑化を計るため新潟駐在員も配属した。乙の

ようにして顧客の要望に副うべく努力を重ねて混載特急便は

インターナショナノレオレンジ色の抗のマークの車と共に愛さ
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れ育まれつつ発展して来たのである。

昭和30年4月より全国購買農業協同組合連合会大阪支所の

要請に依り，梅田駅南堀割の浜に倉庫を建設して，西ドイ

ツ，フランス，スペイン等の諸国より輸入された塩化加里肥

料(j散)を大阪港より本船取りして鮮で廻漕し，同倉庫で水

切，袋詰作業をした後，貨車積し全国各地の農協宛発送を行

なっ7こ。

今はもうその片影も見るととが出事ないが，当時の栴田堀

割が果した役割は大なるものがあった。との浜で終日コンベ

アーの発動機が威勢よくボンボンボンという音を水面に響か

せ乍ら20余人の作業員が独楽ネズミの如く素早く立廻り水

切，袋詰，貨車輸送の一貫作業が続けられ，その発送取扱数

最も最盛期には月間1，200砲を越すほどであった。

乙の作業も，昭和32年4月には終りを告げ，引続きこの浜

では会津，島根地方より到着する石膏の積込場所となり ，月間

約3、oω砲が大阪セメン卜(側大阪工場へ貯にて運ばれたので

ある。乙の南堀割及びセメン卜専用フォームに通ずる北堀割

.. 

梅田掘割にあった塩化加里肥料の袋詰と積込み作業倉庫
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も閃鉄梅田駅の近代化計画に依り埋立される結果となり，昭

和38年10月限りで両堀制作業も中止せさ、、るを得なくなった。

輸送の近代化第1弾として昭和34年11月から栴田一汐留聞

にコンテナ列車「たから号」が走るとととなった。日本でも

最初の近代化輸送方式に依る 「国鉄コンテナ」 は「戸口から

戸口まで」のキャッチフレーズ、で輸送コストの低減が図られ

大口出荷荷主各位の好評を得たのである。

当初は一般の認識も浅く ，理解も得られなかったが次第に

利用が増大し，取扱駅も現在では135駅，取肢区間も935区間

となり，順調な伸びを示している。 三黄通運の取扱量も月間

8，5∞砲を数えるまでになり，との扱量も将来益々伸びる傾

梅田駅の新 3 号ホーム

向にある。国鉄では更に新型コンテナを開発し液体，粉体用

タンクコンテナ，カンガノレ一方式，フレキシパン方式等を逐

次発表しているが，一方今秋から開始予定の海上コンテナと

併行して今や世界的にコンテナ リゼー ションの進展が図られ

つつある。
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昭和35年ーには梅田駅新ホームが完成して荷役作業の機械化

が進められ，パレット，スキット，リフト使用に依り一貫パ

レチゼーション作業を推進し荷役作業のスピード化と合理化

を図った。通運業界にあっても，近時国民生活の高度化や経

済構造の変革に伴い，輸送需要は益々増大する乙とが予測さ

れると共に質的にも大きな変ぼうをとげつつある。常に良質

のより新らしい輸送サービスを提供し，荷主各位の要請に応

えなければならないのである。このため国鉄では昭和43年10

月に時刻大改正を行ない，地域間急行列車の大幅な増発，コ

ンテナ輸送網の拡大，貨車集結方式等の合理化を積極的に推

進するため運輸省でも近代化推進委員会が組織されている。

通運業界lζ於いてもとの線に沿って従来からの労働集約的

業務より脱皮して業務運営方式の近tt化と簡素化を強力に推

進し，共同作業，共同仕立，共同配達，機械導入等を大胆に

取入れて業務の刷新を計ると共に真に高能率な近代的企業へ

と体質改善を行ない，輸送コストの軽減に懸命の努力を続け

ているのである。

新 3号ホームの荷扱作業
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社 名 変 更

昭和も37年に入って，日本経済は高度成長をとげ，政府は

前年12月の輸出信用状は戦後最高の 3億4)680万ドノレと発表

し，民間企業も活発な動きを見せるとともに，共同組の業績

も一段と充足した。乙こで社名変更を小谷社長は思い立つ

た。共同組という名称は，土建業者と間違えられやすらま

た暴力団らしいイメージをうけるので改称するととにした

が，乙の37年ごろには他の企業でも社名を変更するととろが

多かった。乙れは日本経済の急速な復興につれて，各企業と

もに内部の充実をはかり，外部への宣伝に力を注ぐ時代とな

り，簡明にして，大衆の自につきやすく ，事務能率の簡略化

を図る一方法としてとうした機運になったものである。 ζの

ため小谷社長は資料を集め，易学の大家の門をくぐり，社名

を「三黄通運株式会社jと改め7月25日の臨時株主総会でこ

れを議決した。

「三」は三井，三菱の社名にあるように，また七五三のよ

うにめでたい数字であり，末広がりの意味がある。@共同組

といっていた従来の社名とも関連があるとと，とのほか，膨

大な荷札，伝票を処理するためには出来るだけ簡単な社名を

希望していたのでとの線にも副ったものである。

「黄」は漢字の発祥の地，中国では大地のととを黄土とい

い，黄は土地のことである。小谷社長が易学の上から「土

性」でもあったので，乙の母なる大地の貰をとった。 ζのほ

か，黄は色ω最上位にあり，皇帝の色，エンペラーカラーと

いわれている。鉄道輸送に当る通運事業に大地を現わした

「黄」に末広がりの「三」を冠して「三黄」とした。しかも

との「黄」は当用漢字では「黄」であるが，これにーを加え

た旧漢字の「黄」とした。乙れは易学の字画の数から来たも

のである。
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営業 部

共同組の組織の中に営業部が初めて顔を出したのは，昭和

28年4月であった。

とれより以前の昭和26年8月，待望の通運一般免許を受

けた共同組では，直ちに活発な営業活動を開始して，一般貨

物の誘致lひと全力を挙げていた。限定免許の時は前日に翌日

の出荷指図書を貰い，それに従って発送業務を行なっていた

にとどまり，また荷主も大阪窯業セメント側，日本セメント

側の二社に限られており，その営業活動も限られた範囲のも

のでしかなかった。しかし一般免許をうけた今は，様相がガ

ラリと変り，広い分野に亘る貨物獲得運動が必要となって来

7こ。

当初車扱作業は「セメン ト」 のみであったので，扱い馴れ

た袋詰品目として， ラサ工業側大阪工場より出荷される

「硫安阻料J， 1"配合肥料」に着目して，その貨物誘致に成

功したのを手初めに，久保田鉄工側鋳鋼工場より鋳鋼品の小

口扱輸送を，また住友電気工業側大阪製作所の出荷を頂き，

徐々にではあるが，一般貨物誘致に曙光を見出しかけてい

7こ。

乙れらの営業活動については，未だ専門の担当者がおら

ず，各部門の責任者が，す暇を見付けて運動しており，当時

の共同組の人員構成としては，止むを得なかったのではない

かと思われる。

とれと時を同じくして，昭和28年4月を目標に東京汐留駅

への混載便仕立の準備も，着々と進められていたのである

が，通運事業に於ける営業活動は他の一般的な営業と異り，

無形のサービスの提供であり，信用と誠実のセールスであ
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る。ましてや新規荷主の獲得には根気と，ねばりが特に必要

であり，弦に至って具さに人員，それも営業専従要員の不足

を痛感したのである。

とれによって共同組では，昭和お年4月大阪梅田一東京汐

留聞の混載便仕立を期に営業部を創設して初代の部長には松

下源蔵取締役が就くととになった。

また部員にも，社の内外よりベテランを配して更に車扱，

小口扱，混載扱の貨物獲得のため強力なる渉外活動を展開し

て行ったのである。部員の活躍に依り混載使の荷主も，発足

当時は，松屋町筋にある大阪玩具問屋協商会のメンバーの出

荷になる玩具，玩菓のみであったものが，大阪南区に集まっ

ている建築金物問屋，及び船場周辺の繊維関係の顧容のど協

力が得られるようになり，建築金物，繊維製品が続々と出荷

される運びとなって来たのである。

乙れは，部員の撰みなき努力と，昔も今も変らぬ誠実と信

用あるサービスの提供に依って実を結んだものといっても良

いだろう。

「迅速Jr安全Jr正確」を目標とするサービス業本来の使

命に欠ける所がないだろうか?と絶えず関連の通運，車輔の

両部門及び着扱居である東京通運株式会社との連絡、打合せ

と研究、反省を怠らなかった。

この真塾な姿勢を高く評価された共同組には各顧客より他

方面混載便仕立の要請が漸く打出され，部員の補強を行ない

陣容を強化して，混載貨物のシェアー拡大に乗り出した。

即ち，日本鉄板(紛大阪工場の亜鉛引鉄板，立売堀問屋街の

棒鋼，各種鋼管，薬品，食料品，化粧品等急速にその扱品種

が増加して行ったのである。

九州へ混載便

乙うして昭和31年10月には九州博多運輸合名会社を着屈と

する九州混載便仕立を開始し，翌昭和32年4月には，札幌通
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運株式会社とタイアップして北海道地区混載便が相次いで発

足した。

との時に当たって営業部では，2課制を布き，夫々の分担

を明確にした。営業第 1課の分担は，鉄鋼及びその製品，電

線，電撹，機械器具，化学薬品，食料品，営業第2課は、繊

維製品，電気製品，医薬品，化粧品，文房具，及び玩具等を

担当し，各課共に顧客別に専従の部員を選定して，真に荷主

に密着したサービスをはかった。

乙うした中に於いても，昭和34年11月には， 日本最初の

「コンテナ」列車が梅田ー汐留聞を走る事となり輸送近代化

方式の第一弾として大きくクローズ・アッフ。されて来たので

ある。 5トンの箱型「コンテナ」 は国鉄の「戸口から戸口

へ」のキャッチフレーズで包装の革命を鷲らし，ζれに伴う

輸送コス トの低減と大量輸送方式にピッタリと合致した事lと

より大口出荷々主の好評が得られて行ったのである。

また混載便仕立範囲もその後の努力lとより続々と拡大され

て行A った。昭和33年には，北陸，山陽地区，また昭和35年lと

は信越，東北，奥羽の三地区取扱を始めるまでになった。当

時の社内事情としては，営業部員の増員は急務とされており

ながら，通運事業という特殊性のため，即製常業マンでは満

足なサービス提供が不可能であり，その人選lζ頭を痛めてい

たのが実情であった。それは最低3年のキャ リアが必要であ

るためで，この経験を経て，更にセールス教育を受けたも

のが，始めて第一線に活躍出来るのである。

昭和37年，共同組より三黄通運株式会社と社名変更がされ

たが，乙の年より直接荷主に対して駐在員を派遣してサービ

スの徹底を期すζ とにしたのである。

まず久保田鉄工株式会社武庫川機械，鉄管，鋳鋼工場及び

住友電気工業株式会社伊丹製作所にも駐在員を配置したのを

始めとし，その忠実なる奉仕振りから，引続いて松下屯工株
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式会社，久保田鉄工株式会社枚方工場，小松化成株式会社，

大阪間業株式会社泉佐野工場等に次々と派遣し，顧客の要望

に応えると共に出荷取扱の円滑化を計り，大いに好評を博し

7こ。

また近くには松下電工株式会社新潟営業所にも専業の駐在

サービス員を派遣した。

とうした荷主サービスを実施するかたわら，近時経済界の

高度成長に伴い，一般国民生活水準も高度化し，益々輸送需

要が活発となって来ており，他業界にくらべて比較的近代化

が遅れ気味であった運輸業界にも輸送近代化方式が進められ

て来たのである。近く実施の陸上，海上コンテナを含めたコ

ンテナリゼーション，荷役作業の近代化を計る一貫パレチゼ、

ーション等，輸送方式の簡素化と作業のスピー ド化によるコ

ストの軽減に懸命の努力を続けているのであるが，一方，他

業者との競合は日を追うてJ域烈の度を加えつつあり，通運業

界自体に於いても人海戦術的業務形態より脱皮して，簡素化

と，近代化を計ると共に，作業面にも積極的に共業を取り入

れて，更に高能率な近代的企業への転換を目指しているので

ある。

昭和42年5日には「営業担当社員の特別訓練」が実施され

た。従来は，乙のような専門教育は各部門毎に行なわれて来

たがp 会社が取り上げた専門教育としては，始めての事であ

り，9月まで10固に亘り，夫々の講師より訓練を受け，販売

のエキスノマート としての専門知識の習得がなされた。乙の訓

練の成果は爾後の営業活動にも役立ち，より広い視野に立っ

て，適確なる判断の下に業務進行が出来得るようになった。

- 55ー



新社屋の建設へ

待望の通運一般免許をうけた昭和26年8月が，共同組の20

年の歴史にとって記念すべき跳躍の時であったが，いよいよ

三階建ての鉄筋新社屋が建設された昭和32年もまた，共同組

が企業の内容とともに形態を整えた年として記念すべき時と

なった。

共同組発伴の時からの本社事務所は，発足のとろに述べた

ように，木造二階建てで，一階に通運部門、車輔部門と庶

務，会計の共通部門が占め，入口の右側が応接室となってい

た。

二階には，111央に社長室があり，その隣りが海運部門であ

った。本社々屋と隣接して木造二階建て，延べ2∞坪の倉庫

があった。

通運限定免許，続いて通運一般免許並びに一般区域貨物自

動車運送事業免許を相ついでうけて通運業者としての体勢を

32年完工の 3階建の社屋
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整え，昭和28年4月lζは汐留駅混載仕立てを開始した。とれ

に伴って，現業部門の強化はもとより，管理部門も大幅に増

員したので本社々屋も狭隆となり，隣接の倉庫の二階も事務

室に改造して使用していたが，業績もいよいよ伸張して，社

員も大幅にふえ，机の置き場もないという嬉しい悲鳴をあげ

るとととなったので，新社屋を建設する乙ととなり，昭和31

年12月，日建設計工務株式会社の設計，株式会社戸田組の施

工により着工され、翌32年6月完成，7月15日その披露が行

なわれた。総工費は3，α旧万円である。

業務の拡充と新社屋建設準備にあわただしし、日を送ってい

た桑村茂之総務部長が昭和32年2月2日の予算会議中脳溢血

で倒れ，死去されたので，大阪阿倍野斎場で共同組社葬の礼

をもって生前の功績に報いた。

なお32年に新築された本社社屋は，昭和40年太平工業株式

会社によって増築に着手10月，現在の 5階の社屋を完成した。

.，.a'n 

増 築 の完工式
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本社新築披露 日建設設計工務株式会社の設計，戸田組大阪支庖の施工に

よって，新社屋は32年竣工，7月15日午前9時から新社屋々

上で喜びの竣工式を挙行した。

d 剖幽圃凶d

修載の甲山の一言寺住職北野教11頂師

会社側から小谷社長以下課長以上の幹部，工事関係者，

株式会社戸田組大阪支庖，支庖長石丸正名氏ほか2名，日

建設計工務株式会社社長尾崎久助氏ほか 3名，株式会社松

坂屋大阪支庖，三和電機株式会社等の関係者列席，甲山の

一言寺住職，北野教!唄師の修j政，工事関係者に感謝状贈

呈，従業員表彰があった。

式が終って三階会場の披露パーティ ーに臨んだ。

工事関係者に感謝状を贈る 参列の本社幹部，工事関係者

一 時 一



被露パーティー

午前11時から 2階会議室でレセプションが聞かれ，衆議院

議員林譲治氏，毎日新聞社常務上回常隆氏，大阪窯業セメン

ト株式会社専務桂源次郎氏ほか18名が列席，小谷社長のあい

さつについで，林譲治氏その他来賓の祝辞があった。

披露レセプション(小谷社長あいさつ〉

自民党の領袖，林譲治氏と小谷社長は24年乙ろから親交が

あり，巻頭の上回毎日新聞社長の発刊の祝辞の中にもあるよ

うに，林氏は小谷社長の直情径行の性格を愛し，来阪して機

会あるごとに歓談を重ねていた。時の首相，吉凹茂氏とも縁

故関係、があり，同じ土佐勤王の流れにある林氏は，小谷社長

新築披露パーティー 大阪窯業セメント側関係招待披露
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新築記念の従業員表彰

とは元毎日新聞社員で，のちブラジノレ協会にあって移民問題

等に活躍した桑原忠夫氏を介して結ぼれたもので，林氏は共

同組の発展の陰の推進者の一人でもあった。

一般の披露ノマーティ ーは午後1時から 3階会場で聞かれ，

御得意様，同業各社，関係諸団体等241名が出席，賑やかに

聞かれ，次いで午後3時からは，大阪窯業セメン卜株式会社

関係披露ノfーティーが行なわれ，大阪窯業セメント株式会社

からは石原部長及び大阪工場からも多数の参会を得、和やか

な祝辞交歓があって，パーティーを終った
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大セ事業部

昭和38年11月に三生運送株式会社が生まれ，特輸部のセメ

ント，生コンクリートの両部門のうち，生コンクリー卜の輸

送の一切を新生の三生運送株式会社に移管するととになった

ので，セメント部門を担当するために大阪セメント事業部が

生まれた。

大阪セメン ト事業部は，大阪セメン卜の大阪工場と，伊吹

工場から出荷されるセメン トの構内作業とトラック輸送のほ

か，同社名古屋支庖と契約のトラック輸送(伊吹工場)の一

部の運営に当たるもので，大運橋営業所，伊吹営業所の事務

管理に当たり，大運橋営業所では， トラック輸送，鮮運送，

構内積込み作業(トラック ・船積み)の業種別に作業を行な

袋詰セメントの船積作業
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った。伊吹営業所では， トラック l愉送，構内積込み作業(ト

ラック，貨車積み)の作業体勢で，実績向上に努力した。

乙乙で当時のセメン卜業界を見ると，戦後の他の産業に比

べて誠に目覚ましい仲長振りであった。戦争が終ったとき，

日本には荒れ果てた国土と 420万戸にのぼる住宅の不足があ

り，それに占領政策の実施のためにアメリカ軍が乗り込んで

きて，乙の 3つが建設業の当面する需要の主たる柱になって

いた。乙うして戦後の初期，朝鮮動乱前にはまず国土の復興

から始まり，ついで，22年キャスリン，23年アイオン，25年

ジェーンなどと年中行事化して襲来した台風禍の復旧工事も

加わって，建設，セメン ト業界は年を追うて活況を呈し，25 

年，朝鮮戦争は建設関係に一段と拍車をかけ，26年，2:1年に

かけて鉄筋コンクリー卜造り高層建築，いわゆる戦後第 1次

のビノレブームが起り，特に27年3月，東京日比谷に姿を現わ

した目前国際会館ビルはその先駅ともいうべきものであっ

た。もとよりこれには，23年から25年にかけてすでに建設資

材の統制，臨時建築等制限規則などが解除され，建設業法，

建築基準法なども制定されてそれ以後の発展への準備は行な

袋詰セメントのトラック積込作業
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われていたからである。かくて建設用に向けるセメン ト工業

の生産量は，29年1，α刀万トンの大台を突破し，戦前のピー

ク8∞万トンをとえていた。

しかし39年10月， Iスポーツの祭典」東京オリンピックが

終るとともに，建設，セメント関係も不況に沈み，セメン卜

業界は不況打開のためにセメン卜休戦協定，つまり増産設備

投資を行なわない，またスクラップ ・アンドビノレト方式(老

朽キlレンの休職〉によって生産調整を行ない，市況の混乱を

防止する乙ととなった。

大阪セメント(槻でも，不況時の合理化対策が相次いで行な

われ，大阪工場も立地条件の関係から工場の規模を縮小する

乙ととなり，船運送は，輸出は全面的に，機帆船運送も大阪

工場起点の近海地域に限定された以外は，すべて高知工場か

ら出荷されることになった。

このほか陸上輸送でも，大阪生コンクリー卜附向日町工場，

堺生コンク リート側堺工場，大阪セメン 卜側下津サービスス

テーション等，袋，tl技(普通セメン 卜のみ)の輸送中継基地

が増設され，乙れによって大阪工場の規模は中継基地化され

撒 セメントの積込作業
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る傾向となった。

セメント業界不況の波を受けた三黄通運では，39年にはの

ちに述べるように，正月早々育英会を発足させたほか各種の

厚生規定が生まれたが，と乙で，大阪セメント事業部のその

後の推移を見ると，昭和40年には積極的に合理化を進め，

事務，作業ともに少数精鋭主義に徹し，42年1月早々の取締

役会で，大阪市港区二条通4丁目の大広海運株式会社に鮮運

送事業免許を譲渡した。

乙のほか全社を挙げて不況克服に当たり，41年下半期から

完全事業部制を布き，生産性の向上に努力を傾けた。

乙うして社内々部での体質改善の努力を重ねつつあると

き，セメン卜業界も41年下期から徐々に回復し，42年度には

好況に転じたので，乙れを反映して，大セ事業部の動きも活

発となった。

43年は，金融引締政策等の影響もあって，各種企業の倒産

が相ついだが，セメン 卜業界は，万国博を目前に控えて明る

いムードがあり1"セメント休戦協定」も43年で一応期限切

れとなるので，業界は設備投資による増産体制に入る構え

で，生産工場が母体となり，その衛黒都市に中継基地が新設

される傾向で，セメントもいよいよ撒輸送に拍車をかけ，大

量輸送を目的とするトレーラー化時代が迫っているととを思

わせるものがある。
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所

伊吹営業所

伊吹事業部の営業所は、滋賀県の高峰、伊吹山のふもとに

あり、通運部門と自動車部門で構成されている。

昭和27年、大阪セメン卜伊吹工場に発着する貨物を取扱う

ため、6月限定免許をうけて発足したもので、月間扱い量

は、当初は約20，(削トンであったが、セメント需要の漸増とと

もに扱い量も増加し、昭和42年の扱い量は月間110，0∞トンと

なり、当初の5.日音の扱い量となった。

自動車部門は、昭和31年10月、滋賀県下で一般貨物自動車

5輔の大型普通車をもって開設され事業の限定免許をうけ、

たO 開設当初は、月間、約2，(削トンの袋セメントの輸送であ

ったが、セメントの需要が袋セメントより撒セメントに移行

し、昭和36年から撒セメント輸送車(スクリュー車)に切り

替えた。

昭和42年現在の保有車は、自車16輔、 傭車20輔、 合計36輔

で、月間、約18，α氾トンのセメントを滋賀県一円、京都 ・大阪

-北陸方面に輸送している。

伊吹営業所は、大阪セメン ト伊吹工場と、その消長をとも

にするもので、大阪セメント伊吹工場が、大阪セメントの主

力工場として年ごとに躍進するとともに、伊吹営業所の通運
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部門、自動車部門などの扱い量も増加し、力強い歩みをつづ、

けている。

年度別 総 出 荷 屯 数

年度 出荷屯 数 1年度

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

48，315屯

226，584 

311，863 

319，234 

450，862 

544，725 

524，054 

627，105 

27年度は 7 月 ~12月

33年 5月よりホキ車使用

39年 9月よりタキ車使用

年 度 月Ij 袋

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

撒

出 荷屯数

816，806屯

940，344 

1，123，471 

1，083，279 

1，050，880 

959，980 

1，135，719 

1，211，832 

女す 比

袋セメン卜 韓首セメント

42年度

41年度

40年度

39年度

38年度

37年度

36年度

35年度

34年度

戸
80 
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伊吹営業所・撤セメント貨車積込み作業

伊
吹
営
業
所
・

ト
フ
ッ

ク
〆¥

積
込 ぞご怒~曙棉島町
み ・
作
業
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会長制を採る

昭和38年5月1日の取締役会で役職を，ついで6月3日の

取締役会で職務分掌を決定し，植野正雄が取締役会長となっ

7こ。

取締役会長植野正雄通運部門の総括並びに関係官公庁

及び諸団体の会社代表

取締役社長小谷定夫会社全般の業務を総理する。

取締役専務桑村啓之会社全般の業務を統括する。

取締役 岩崎一郎経理部の全般業務を掌理する。

取締役 片山粂一関係官公庁並びに労組上部団体に

対し専務を補佐する。

取締役 小橋藻美通運部全般業務を掌理し，会長を

補佐する。

取締役 辻武治特輸部(労務関係を除く〉全般業

務を掌理する。

取締役 徳舛仁智男 特輸部の労務関係並びに営業部全

般業務を掌理する。

乙の年11月，大阪市今林町の東部卸売市場の開場に伴い，

岡市場駅の通運事業の免許申請を計画したが，のち諸般の事

情のため中止した。
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福 利 規 定

昭和39年， との年， オリンピック東京大会開催を目ざし

て，東京を中心に道路の拡張整備工事が聞かれ，ホテノレの建

設も進められた。 9月には名神高速道路が全通し，10月には

東海道新幹線が営業を開始して，東京，大阪聞を3時間半で

赤吉ぶlとし)/;こった。

三黄通運でも，共同組から社名を改めて2年，企業もとと

にようやく安定し，8月には重量品運搬なと、のために，月IJ項

のように重量事業部 (のちの株式会社三黄組)を開設し，11

月には資本金を 1億円に増資したが，乙の年は，社員の厚生

面の施策を相ついで実施するなど，乙れまた企業の安定した

一つの証左でもあった。これよりさき，昭和お年6月には創

立記念日に梅田花月劇場に於いて優良社員表彰を行なうとと

もに，従業員とその家族を招待して慰安会を催した。

社長か ら 優良社 員 を表彰
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相ついで厚生規定

まず1月に，三黄通運株式会社育英会が発足した。目的は

会員とその扶養する子女，兄弟，姉妹で思想堅実，学力優

秀，身体も強健でありながら，経済的に恵まれず，修学が困

難な者に対して，学費の貸与その他，育英上，必要と認める

事業を行なし、 将来，社会に貢献し得る有用の人材を育成し

ょうというのであった O

区別 学 資 高校 月 2，000円

大学 月 4，000円

入学資金 高校 月 30，000円

大学 50，000円

資格 本採用後 3ヵ年以上勤務した従業員及びその扶

養する子女，兄弟，姉妹。

また 4月1日には，慶弔見舞金規定を制定した。

慶祝金

結婚慶祝金 3 ， 000円~10 ， 000円

子女結婚慶祝金 1，000円

子女出産 2 ， 000円~3 ， 000円

本社屋上での物故者慰霊祭 (昭和29年)
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弔 慰 金

社員弔慰金 3 ， 000円~10 ， 000円

業務上 50，000円

家族の弔慰金 1， 000円~5 ， 000円

供花料 2，000円

傷病見舞金 1 ， 000円~5 ， 000

災害見舞金 災害の程度によって，そのつど定める

5月1日には，三黄通運貯蓄組合が生まれた。組合員の福

利増進のため，貯蓄を奨励するととを目的としたもので，組

合員の資格は，正規の従業員と常勤嘱託である。

種類 普通預金 年6分

定期預金 年8分

積立預金 年8分3厘

いずれも 1口1，∞o円を最低限度とする。

11月23日1<::1;):，従業員の福利増進のため，厚生資金貸付制

度を発足させた。資格は本採用の従業員で，社内貯蓄組合に

加入し，積立，定期のいずれかに貯蓄している者とした。

貸付対象と限度

一般貸付 30 ，α刃円~70， O∞円

本人及び家族の傷病医療

冠婚葬祭

不時の災害による必需品の調達

その他不時の出費

住宅貸付 50 ，∞0円~2∞ ， 0∞円

家屋の新築，購入，修理，改造の資金を必要とするとき。

借家，転居，転宅の敷金，権利金の資金。
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和歌山営業所移転

資本金1億円に

昭和39年まで和歌山営業所は，和歌山市・湊の住友金属工業

和歌山製造所の中にあった。当時，住友金属の工事は大規模

なもので，大阪窯業セメン トと住友金属が契約を結び，住友

金属が生コンク リート支給の建設工事を進めていた。そ乙

で，共同組は33年8月に生コン運搬車4輔で，生コンクリ

ートの輸送を開始したが，36年にはいよいよ活発となって14

輔が昼夜兼行で月間2万立方米余を運搬していたのである。

かくて，共同組が社名も三黄通運と改めた37年を越えて38年

には第2期建設工事もほぼ一段落し，引続き第3期高炉建設

工事が始まり，そのため住友金属工場内にあった大阪窯業セ

メントのプラン ト及び三黄通運の諸施設を取除くととにな

り，39年2月lと和歌山営業所を紀の川添いの布施屋に移転

し，外部から生コンク リートの搬入に当たった。とれによっ

て，三黄通運としては，住友金属関係の生コンクリートのほ

か一般市販の生コンク リートを扱うととも出来るようになっ

7こ。

和歌山営業所移転のほか，との年8月lとは，重量事業部を

開設して重量品の運搬，機械解体据付，荷造り，欄包等の業

務を開始した。また11月には資本金を1億円に増資した。
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操業開始直後の大阪生コンクリート(株)佃工場のプラント風景
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重量事業部

新聞印刷輪転機メーカーである浜田印同町幾製造所を主要得

意先とする「通運部特輸課」が創設された昭和39年4月が重

量事業部の発端であった。

発足当時は，現三黄組代表の広田課長が作業員の充員，器

材の整備，及び営業活動等，全く目まぐるしく奔走して，新

聞印刷輪転機の解体，運搬，据イ，j"けの作業が開始せられた。

車輔は，4トン車，8トン車各 1輔をもって機械，及び資

材の運搬に当たっていた。

作業も市内の機械移送に始まり，逐次地方への出張作業も

多くなり，東京，名古屋，福岡，宮崎，長野等その範囲も拡

重量事業部 ・倉庫内機械の積込作業

大されて行ったのである。

業務の種類が完全に通運部と異にするため、昭和39年8

月，通運部より独立して，I重量事業部」として新発足したの

である。

本拠地をみ;社倉庫 1階に置き，福島倉庫を梱包工場として

使用して，業務も愈々木格化し，月々その業態を拡げたので

ある。新潟に本社をもっ北越工業とも契約し，ヌド社倉庫を同

社製の移動式コンプレッサ一「エァーマン」 の保管と，本社

aaz 
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工場より倉庫迄の運搬及び，同倉庫より指定先までの運搬を

併せて行なうようになった。

とのようにして新聞印刷輪転機専門の運搬，据付業とし

て，毎日新聞社，朝日新聞社，読売新聞社など各新聞社より

好評を得るまでに成長して行った。

とうした状況の中に於いても，常に技術の向上と，販売の

開拓を続け，印刷機械のみでなく ，一般工作機械分野にも進

出して行ったのである。

との三黄通運重量事業部は在阪重量運搬業界の新星とし

て，全くユニークな存在であり，部長以下全職員，作業員

が，セーノレスに，作業に益々その特色を発揮し，車輔も更に

4トン車，2輔を増車して顧客の要請に応えたのである。

御得意先も，前記の浜田印刷機製造所の他，工作機械の池

貝鉄工株式会社，大隈鉄工所，rエァーマン」の北越工業株

式会社等，次第に広範囲となった。

一方，大阪市大正区新炭屋町に於いて，敷地，2、0∞坪，

工場建坪，3∞坪の整備工場が整備事業部として，三黄通運

株式会社，及び三生運送株式会社の全車輔の定検整備，分解

工作機械の積込み
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貿 易部

修理を行なっていた。

との工場は後側が木津川に面して，水路の便も良心その

上土地も水面より相当高く ，水害の心配も全くいらない便利

な場所にあり，月間平均，定検車12輔.......15輔の整備をし，ま

た小修理車も月間延べ入庫数はω輔を数えていたのである。

昭和43年2月，前記整備工場をも含めた重量事業部は車輔

面をのとして「株式会社三黄組」として誕生した。とれは受

註体制の確立と，業務内容の充実をはかるため，三黄通運よ

り分離独立したものである。

三黄通運株式会社に貿易部が創設されたのは，昭和40年4

月である。

三黄ビノレの4階にあった事務室では終日，軽ろやかなタイ

プの音が聞え，今までは地味な感じであった社屋が，数多く

持込まれる商品の花やかな色彩により，パッと明るくなった

ような感じを与えたのであった。

貿易部は，繊維，鉄鋼，雑貨の 3部門に分れ，その主要業

務としては，繊維原料，鉄鋼，及び真珠等の輸出業務と，繊

維製品の輸入業務であった。主なる取扱品目の仕向先は，鋼

材，金属類は，タイ国へ，繊維原料は，主として香港へ，ま

た真珠は，スイスへ輸出し，イタリーからは繊維製品(ニッ

トスーツ)を輸入していたのである O

業績の伸長により，次第に活発になって来た取引の円滑を

期するため，スイスのジュネーブと香港にそれぞれ海外駐在

員を派遣して販路の拡張を計ると共に，海外業務の窓口とし

て事務所を開設したのである。

発足当時は部員僅かに8名であったが，その後の業容の充

実と発展により，更に 5名を増員して業務に当たっていた。

事務室の通路に所狭しとばかりに並べられたイタ リーから

の輸入ニットスーツ，ニ ットウェア，ニットコート等，その
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鮮やかな配色は激務に疲れた部員の眼をいやすの1<:，恰好の

ものとして映っていたのである。

一方別室の鉄鋼部門では隣の明るい雰囲気とはガラ リと違

った重厚な感じで，扱品目の相違とはいいながら，妙なコン

トラストを見せていたが只々忙がしい毎日が続いた。

海外でのバイヤー聞にも，認識が深まり，順調なスタート

が切られたのである。

海上コンテナ

しかしながら更に発展，飛躍を期するためには，三黄通運

株式会社貿易部では，種々の難点が生じて来たので，昭和42

年10月，時も良し，貿易自由化に相応しし、，貿易専業会社と

して，独立するとととなり，躍進途上にあった三黄通運株式

会社貿易部は栄光の夢を新会社の三黄貿易株式会社に委ね，

乙乙に発展的解消となったのである。
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クラブ活動

野 球 部

職員、従業員の福利厚生の一翼として、昭和38年5月19

日、部長徳舛常務、監督は当時の瀬戸山人事課長のもと、

部員26名をもって三黄通運野球部として誕生した。部員に

は中、高校時代から野球に親しみ、素質にも恵まれた者が

多かったので、 お得意先との親善関係、陸運関係の試合で

も好成績を納めた。部員も日曜日には猛烈な練習を重ね、殊

に伊丹自衛隊のグラウンドを借りて、真夏の灼熱の太陽の

下、午前9時から陽の沈む乙ろまで、守備に打撃に練習を重

ねた成果が現われて、大阪府野球連盟、東都野球連盟、大阪

陸運野球連盟に加入して、何れも上位にランクされ、39年、

大阪府野球連盟で、B級lζ進み、福島地区では、特に68チー

ム中の推薦5チームに選ばれ、福島地区代表として、高松宮

賜杯予選に出場した。

しかしその後、情勢の変化により、発展的に解消してクラ

ブ組織に切替える乙ととなり、39年9月12日、三黄通運野球

部を解散して、新たな姿で再出発した。

主な成績次の通り。

大阪府依式野球春季大会 (39ir.)

第 1回戦 三JW4-2栄興商会

第2回戦 三賞 7一 O能美防災

U~ o回戦 三負 1-1シ十一クスクラブ(抽議勝〕

同夏季大会

~t~ 1回戦 三予定7一 Oダイヤモンド毛糸(61司コールドゲーム)

第 2回戦 三賞 8-0西尾商庖 (5回コー lレドゲーム〉

大阪陸連局野球大会

三葉 3-5大阪合同 (39年〕
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三賞 2-2大阪合同=引分= (40年〉

三黄 3-4南海電鉄自動車局 (41年〉

三賀 0- 3ダイハツ (42年〉

大阪府中小企業団体軟式野球大会

(大阪金物問屋代表と して出場〉

1回戦三賞8-2タイホー

2回戦 三葉 1- 5玉村運輸

そ

三業 0- 1象印マホービン

三賞 4ー O自衛隊36連隊

三賞 3ー 5名古屋相互銀行

三業 6-0自衛隊通信隊

の 他

現在の 部員

監督佃 肇 コーチ谷口種三郎

主 将 池 本保彦

(A) 野田弘之 砂村昌彦 山下倣三 岡本健二

岡村年一 田辺秀生 大野欣次 浅井猛

高氏和仁 高島二郎 正岡善隆 永岡泰

(B) 鈴木明吉 北山春雄 高 橋 章 由利敬

野 球部 卓球部
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女 責 会

荒木隆 酒井清 大川昭治 森岡正男

西谷武次 良田直宣 長本忠明 谷口英行

矢頭育男

卓球部

卓球部は42年7月に生まれた。 43年5月現在の部員次の通

り。

部長大 川 昭治

部員長谷川章西原克治中尾治百々原一光

鈴木明吉田中宏常石えみ子藤村よ し子

前田好子伊藤幸子西村節子

昭和42年6月1日、三貰通運株式会社の女子職員全員を会

員とする「女黄会」が誕生した。

との会は、研究許可動並びに レクリェーション等を通じ、友

愛の精神をもって、女性らしい教養を高める事を目的として

発足したものであり、第 1期の役員は次の人達が選ばれた。

会長伊藤美智子(庶務課)

副会長安井紘子(調度課)

会計三谷妙子(秘書課)

運営部今村節子(現業諜)

運営部河崎敏子(管理課)

却下 ，崎、

女賞会レクリエーション (奈良春日大社)
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昭和42年6月4日、第1回のレクリ ェーションとして、奈

良若草山周辺に遊び、'z1名の参加を見た。

また秋の飯盆炊さんの集いには、25名が参加して、10月1

日、秋の甲陽園山中で 1日を楽しく語り、明るく歌って過ご

している。

乙の他、昭和43年5月26日には、須磨離宮の見学も行なっ

ている。

また研究活動も活発に行ない、一例を挙げると皆で考える

「生活の知患」を5グノレーフ。に分け、それぞれテーマを決め

て、考えながら学んで行く方法で、そのテーマを列記すると

1 迷信のいろいろ。

2 病気見舞の心づかい。

3 家庭訪問の際の常識。

4 食品の危険信号。

5 洗濯のアイデア。

等のテーマをそれぞれ年長者、経験者が、リーダーとなっ

て、考えながら知識の吸収に努めている。との他に会報 (月

報)の発行、月別の指標実施、各種講習会の開催等、狭い範

岡ではあるが、真面同な態度で向上に努めており現在会員数

も50名を越えるに至っている
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労 働 組 合

乙乙で，昭和24年4月，全港湾運輸労働組合共同組分会と

して，さきに解体された大阪河川運送から引継いだ鮮部門の

組合員30名をもって結成されてから19年間，その間，離合集

散しつつ，時代とともに展開された三黄通運の組合運動の推

移をたどってみよう。

昭和23年創業の乙ろは，従業員も僅かで，殊更に親睦の会

を作らずとも，朝夕，顔をあわせて互いに談じ，互いに語

り，横の連絡はもとより，経営者，社員の間も家族的な雰囲気

で歩み，その後，従業員全員参加の共済会という名称の親睦

会が生まれたが，企業の拡大と従業員の増加に伴ない，また

社会状勢の変化とともに社内に労働組合結成の機運がみなぎ

り，昭和29年組合が結成された。それより先，前述のよう

に，大阪河川運送を引きついだ時に，乙の鮮部門の組什も同

時に引きつがれたが，三黄通運の職員とは別個のものであっ

7こ。

29年，組合を結成する乙ととなり，まず1部の職員と，梅

田駅の現業を中心とする職員によって，総同盟大阪自動車運

輸労働組合として結成された。時lと組合員40名。翌30年2

刀，総同盟大阪自動車運輸労働組合の幹部との感情的対立そ

の他から上部団体に属さず，運f，1;を行なうことを表明して，

第二組合共同組労働組合が70名で結成された。乙の第二市11介

結成ののち任かに 2ヵ月でP 第一，泊二組合ともに大岡田れll

のため発展的解散しP 総同五大阪自動車運輸労働組合共同制l

支部として，自7〉分会を除きァ完全ユニオンショップ告1]として

組織された。組合員300名でp ここに初めて~f.u内な組併が

結成されたわけである。

翌年，31年3月，第2固定期大会を聞き矛役員改選を行な

ったがp 現場と事務系統職員では労働条件も異なり p 従って

期末賞与，基準外の算定など，相容れぬものがあるので，乙
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の不利を察した職員側は 4月，脱退して共同組職員組合を，

90名をもって結成した。とれで共同組職員組合，共同組従業

員組合 (10名)共同組伊吹労働組合 (40名)と各々，職域を

基盤とする組合に分裂し，総同盟大阪自動車運輸労組共同組

支部は，乙の年5月，退職金問題でストを決行するlといたっ

た。翌，32年4月，総同盟大阪自動車運輸労組を脱退し，総

評系通運協議懇談会に加盟した。乙の年7月には，職員組

合，従業員組合，伊吹労働組合，沿岸労働組合，解会と 5組

合となっていた。

昭和37年以降， 組合の動きを年別に見ると次の通りであ

る。

37年 7月 佃労働組合結成。従業員組合より分裂して総同盟

全国自動車交通運輸労働組合に加盟

8月 共同組労組，共同組職組が総同盟大自速に加盟

38年 2月 全自交佃支部は同盟を脱退し総評全自運に加盟。

共同組労組より分裂して千島生コンクリー 卜労働

組合を結成。

5月 共同組労組分解し， 梅田駅労働組合結成 (60名〉

11月 三生運送(株)発足により生コンクリート部門労組

は名称変更({ITI，千島〕

40年 5月 全港湾大運橋分会解散，車嗣分会と合併。

41年 8)] 全港湾木津川分会脱退，総評3 全臼運生コンクリ

一卜共斗会議加盟。

42年 4月 木津川労組消滅。

以上のように，めまぐるしいような変化と集散をたと、った

が，現在p 職員組合を初め作業職種毎に 5つの組合があり，

それぞれ活動中で，統ーを望む声もかなりあるが，職場環境

その他の相違から来る現実の情勢は統ーとは別個の流れがあ

り，主導権を握ろうとする姿勢もからみあって，一本化する

ことはまず困難となっているのが現状である。
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43年9月現在組合役員次の通り

全国交通運輸産業労働組合同盟

三黄通運職員組合

組合長高橋 章

副組合長橋村秀次

H 田中 宏

書記長三浦昭徳

全国交通運輸産業労働組合同盟

三黄通運梅田駅労働組合

執行委員長芝 田 覚

副執行委員長坂本松雄

書記長神徳泰蔵

全日本港湾労働組合関西地方車輔支部

三黄通運車輔分会

分会長 吉 田駒楠

副分会長鈴江 武 雄

書記長森 村 進

三黄通運沿岸労働組合

組合長五百住 博

書記長岡田喜平

三黄通運伊吹労働組合

組合長西口善 六

副組合長北川 正 吉

書記長清水 三雄

三黄通運伊吹自動車労働組合

組合長谷川 順 平

副組合長内 川 一 義

書記長堀江啓次
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三つのわれらの信条

社員資格制度など

昭和必年，1月4日の年頭祝賀式を総決起大会としてスタ

ートし，基本方針として

1，計画は勇気と自信をもって実行しよう。

1，仕事は力と根性をもってやり抜とう。

1，目標は創意と熱意をもって達成しよう。

の三条を設定し，乙れを「われらの信条」とするとととし

7こ。

42年は，その前年41年後半から政府のテコ入れ政策によっ

て，景気は徐々に回復に向かい，42年2月第2次佐藤内閣が

成立したが，7月から資本自由化によって日本もいよいよ激

しい国際競争の舞台に上り，9月lとは金融規制，11月18日に

は突如として英国のポンド切り下げ，日本の国際収支の赤信

号など，周囲をとりまく経済情勢は暗転したが，年頭早々か

ら覚悟も新たにして，諸情勢に取組んだ三重通運は，各種の

制度を新たに導入するとともに，委員会の活動などによって

少数精鋭主義による人材の育成，企業体質の強化を図り注目

に価する年であった。

昭和41年度から，給与体系の改訂を準備しつつあったが，

職務給移行の第一段階として資格制度を42年1月から実施す

るとととなり，毎年2月と10月に昇格試験を施行して，社員

の格付けを行ない，漸次移行して適格職務給導入の完成を日

f旨している。

社員研修制度 高度化する情勢下にあって，社員の 1人 1

人が真に自覚して自己の能力開発をはかるための研修，訓練を

行ない，また，昇格試験の準備として各種の研修を実施するも

ので 4月から始められた新入社員の教育訓練を初めとして，

5月からは営業マンの訓練 7月には管理者の教育訓練 8月

には管理者を大阪市天王寺区下寺町2丁目の金台寺 に合宿さ
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二;??;;:?;f吋の寺町のヤプ蚊と猛暑

各訓練の日程はつぎの通りであった。

新入社員教育訓練

入社式

第 1次集合基礎教育

第2次集合基礎講座

実習及び実務訓練

親睦会

4月1日

4月1日""4月4日

4月14日"""4月15臼 c1泊2

日〉

4月5月""4月28日

4月29日

新入社員教育講座と訓練項目

;f士?とで上手J2?士::，rと
;ζ;L~~g訓lr使関向識 0各事業部の事業jJ;?と

入社式後の懇談会
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西宮海清寺の座禅訓練を終えた新入社員

伊丹自衛隊の新入社員訓練(昭和40年)

営業担当社員訓練 通運業務のエキスバー卜として，顧客の

購求に奉仕すると同時に，販売のエキスパートとなるために，

井上芳枝，植 IJI光明両氏を講師として 5月 9日から 9月21日

までのうち，10固にわたって，つぎの課自について訓練をうけ

た。
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市場は何を求めているか。営業マンの販売計画の立て

方，進め方。新規取引先の発見とそのアプローチのやり

方。商談のテクニック。クレーム処理と得意先管理。代金

回収と売掛金管理。

管理者教育訓練 本社会議室で 7月12日から日本経営士会

大下三郎氏を講師として，係長以上の管理者が勤務を終えた午

後 6時から 8時まで訓練をうけた。

実施 日 講 習

7月12日 会社とは，利益とは

7月26日 Plan-Do-See 

8月7日 職務，責任，権限

8月29日 目標と結果

9月11日 管理と部下への動機づけ

9月26日 幹部に必要な経営データーと

そのチェックの仕万

とのほか資本の自由化，科学技術の進歩とともに変転する

近代産業界にあって，現代の企業経営に対処するため課長代

理以上の管理者を対象に，8月4日から 6日まで2泊3nの

車輔事業部を見学する新入社員
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管理者夏季合宿訓練を天王寺区下寺町2丁目の金台寺に於い

て聞いた。

第1日は桑村専務取締役以下32名の幹部が出席，各部門の

報告によって人手不足，少数実力主義，作業と労務管理など

について活発な論議が交わされた。

第2日と 3日は日本経営士会の大下三郎氏，大阪府大竹山
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松下課

増次郎教授を講師として，労働問題，経営者，管理者の姿勢

などについて講義があったほか，自由討議に相当の時間が割

かれ，各部幹部閣の意志の疎通，と相互理解をはかる目的で，

第1日，第2日は業務終了ののち夜11時まで，第3日の日

曜は朝9時から夕方6時まで，講義に，諸問題の提出と交流

!C ， 酷暑の夏の日を斉~心にすごした。

昭和必年lとは，組織の上では，松下課と東大阪輸送センタ

ーの新設，三黄貿易株式会社の発足などがある。

松下課については，松下電工株式会社の照明事業部の地方

発送の一括取扱い開始などによって，到底，従来の秘織の下

では処理し難いので，4月1日，松下課を新設し，別館倉庫

の2階全部を同課に充て，増加一途をたどる出荷量に対処す

る乙とになったが，小谷社長はすでに昭和40年ごろから松下

課新設の構想をもって，深耕開拓と新規獲得を重点目標に進

めていたもので，乙の構想が着々と実を結び，出荷量も年々

増加しつつあった。松下課新設とともに，三黄通運と松下関

係会社の従業員ともいよいよ親密さを加え，当初，予想の見

透し通り，約40%の増量となった。乙れを松下電工，松下電

器産業の別で見ると次の通りである。

松下電工(株)

1 昨年4月より全国代理屈直送照明器具の新規取扱い実施

2 本年4月 1日より木材事業部製品の全国一括取扱い実施

3 J照明事業部，照明器具キット製品の梱包並びに全国輸送の

一括取扱いを実施

松下電器産業(株)

1 カラーテレビ事業部製品の各地行に対する新規取扱契約が

実現 1年の聞に取引開始時より約50%の増量

2 仙台，東北方面行の全事業部取扱いを実現すべく通運部，
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東大阪輸送センター

営業部，車輔部一丸となって準備を進めている。

大阪市ではかねて，市内の繊維，おもちゃ，洋服，金物

などの問屋の近代化をはかり，同時に市内の交通難のため流

通を妨げているのを打開するために，郊外地に団地を設けて

各問屋の合理化がはかられていた。金物問屋でも，昭和39

年，大阪金物問屋移転協議会が参加131社で結成されて，集

団移転が計画され，その間，幾多の曲折があったが，旧布施

市字友井地区の10万坪を予定地区として昭和41年11月，87 

社の協同体制のもとに金物団地が生まれたので，三黄通運で

東大阪輸送センター

nwv
 



も槌社目として，同団地内に東大阪輸送センターを開設し，

団地内とその周辺の輸送に当たることになった。乙の金物団

地は日本でも最初の商業団地第1号で，三黄通運でも全力を

あげて輸送サービスK努め，将来は団地近代化協同組合とも

も
義援: 護

司区 ι 進よ .. 総;
晶急ぷ

豊島

東大阪輸送センター開設

同センターの貨物受託

q
G
 



協議して，輸送の効率化，合理化の一環として，構内専用の

トレーラーの活用を予定している。

東大阪輸送センター

所在地 東大阪市金物町13号

電話大阪 (723)2821-2番

設備 事務室延べ117m2

荷受作業場 256m2 

敷地面 積 864m2 

専属車編 大型車 3 繭

小型車 2 輔

フォークリフト 1 1輔

その{也 荷役用具 1 式
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社員会の発足

社員会制度は 6月に発足したが，との社員会の目指すと乙

ろは，大要，次の通りである。

1，新しいアイディアの開発

2，将来における経営幹部の育成

3，経営参画へのヒューマン リレー ション

幹部社員会，係長社員会，主任社員会，一般社員会に別れ

るが，まず係長，主任社員会と一般社員会が発足し，幹部社

員会は 8月1日からスタ ート した。

幹部社員会では，ヒ ューマンリレーションの問題，合理化

の問題，長期ビジョンについてとり上げ，会社からは「朝礼

の基本的要件と改善」について検討を求めた。

係長社員会は，最初4ヵ月の運営計画として，従業員の服

装，採用基準の規定化，事業部制皮の 3項目について審議し

た。このうち従業員の服装については，アンケートを集約，

総務部で参考資料として新しい服装を作ることになった。

主任社員会は，退職者増に対する実体と原因究明，明るい

ムード作りのテーマで審議を進めた。

一般社員会は「人間関係の改善」を中心テーマとして，社

内報の発行，管理部門と現業部門の交流，提案箱の設置など

で活動を始めた。
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社内報はとの一般社員会の提案によって生まれ，一般社員

会のメンバーによって，企画，編集されて，その創刊号を7

社内報「さんおう」発刊

月6日「さんおう」として発刊された。

社
内
報
創
刊
号

;ij 

:!日!
創刊記念号

{ i3設訳鰐!11母;!f:!5民出:;7京詰将j?;え主主弘i!1:守弘似弘;;:込H三与:i
: 仏: :京!; : ? ;;;:ν; 守イJ己己ι?三1三乙， 

: 

ji; :i;泌;iぷ点訟;it誌泌::2年治ω;jぷ詠出以.，'均話以主ぷぷ抗以}ぷ注山主，~;山ιf引許忙í1 o 

;1131;;;;J11hj宮正 ¥

巻頭に小谷社長の「発刊を祝って」楠元常務取締役の 「倉Jj

刊によせて」のほか，事業部実績表，安全管理について，現

在の労使関係のあり方，三黄会，女黄会，新入社員同期会な

どのクラブ紹介，詩，俳句などをタプロイド 4ページlζ収め

た。編集責任者は藤波人事部長である。

指導員制度

1日も早く職場学窓から社会人として入った新入社員を，

になじませ，業務を早期に習得させて安定させることを目標

として，新入社員が各職場に配属されるのに伴って，位:年か

ら男女の指導員を配置した。指導員は互いに連絡を保ちなが

ら毎月 1回全体会議を聞き，各部で起った問題を共通のテー

マとして検討し，主任指導員も配置し，全社的には人事部の

総括指導員が統轄し，指導員の任免は人事担当役員が当た

り，多大の成果をあげている。
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貨物増送推進月間

綜合朝礼始まる

昔から「ニッパチ」といわれて，2月と 8月は各業界とも

に閑散月とされているが，通運業界も乙の例外ではない。三

黄通運では，例年2月と 8月の季節的出荷閑散期に，貨物の

増送と荷主サービスを目的として貨物増送推進月聞を実施し

ている。 42年も 2月につづいて8月の 1ヵ月間，小橋常務取

締役を増送推進本部長として社内には「全社員でセールス、活

動をしよう」社外的には 「荷主からの一切の苦情をなくしよ

う」の項目を掲げ，営業部，通運部，車輔部の各部を主体と

し，全社をあげて達成lζ努めた結果，目標を上廻る成果をあ

げ子こ。一一カッコ内は前年一一

目標 実績 達成比

小口混載発送 7200トン 7531トン 106% 
(5860トン)

コンテナ発送 900個 924個 107% 
(688個)

車扱発送 2500トン 2711トン 108% 
(2221トン〕

42年の夏は例年よりも猛暑がつづいたが，彼岸もすぎてよ

うやく秋風の吹く 10月に入って，三黄通運ではさわやかな綜

合朝礼と，濃いブルーの作業衣に衣替えが行ーなわれた。

毎週月曜日，8時20分に全員が屋上に集合して 「おはよう

ございます」とあいさつを交わし，次いで「われらの信条」

「計画は勇気と自信をもって実行しよう」

「仕事は力と根性をもってやり抜乙う」

「目標は創意と熱意をもって達成しよう」

を声も高らかに唱和し，ラジオ体操につづいて役員の訓示

があり，週間の目標，指示を伝達する。なお月曜以外は，各

階で始業に先だちそれぞれ信条を唱和，ラジオ体操ののち業
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資本1億2，500万円に

屋上で全員の綜合朝礼

務の指示を行なうととになった。

作業服は従来，用布の問題，型などで種々の不満があった

ので，係長社員会でも採りあげられていたが，陸上自衛隊の

作業用衣服を見本として，最も活動しやすい型に改めた。

42年，後半に入って国際経済はし、よいよきびしい情勢をた

どり公定歩合の引上げその他，高金利時代となり，日本も財

政の硬直が叫ばれ，各企業はそれぞれ企業の充実に全力をあ

げ，特に資本自由化という環境の下では，財政面からする企

業の体質改善が急を要する問題であるが，三黄通運では，10 

月の取締役会で増資を決定，10月23日 2，5∞万円 (50万

株〉の増資を完了し，総資本金1倍、2.500万円となった。
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42年末までの従業員は次の通り。

従業員数

職

男[女|計

笠置I~I~II三?と |よ|竺II~竺|竺|竺

員

男|女|計

.6. 
ロ

計

計

一
女

39 1 245 1 38 1 283 11 372 1 6 1 378 11 617 1 44 1 661 

40 1 182 1 28 1 210 11 263 1 6 1 269 11 445 1 34 1 479 

41 1 174 1 25 1 199 11 265 1 6 1 271 11 439 1 31 1 470 

42 180 1 38 218 11 251 6 Aιτ 
aA宮

唱

iqa 
an宝

ヴ

dp
D
 

q
i“
 

475 

ネ 40年の人員減は三生運送IC/I:¥向、その他のためである。

- 98ー



輝ゃく20周年 昭和42年は通運部門の混載では12月におωトン，三生運送

附では創業以来月間最高6万m:l出荷という輝やかしい記録

で越年し，記念すべき20周年の昭和43年を迎えた。

新年拝賀式は恒例の如く ，1月4日本社 1階で聞かれたが

記念すべき年の新年の式典として記すと，まず小橋常務の開

新年拝賀式、社長の訓示

会の辞，国歌斉唱についで，小谷社長は「社業はいよいよ進

展して，1，α旧名に近い従業員が，大阪，東京から北は北海

道，南は九州まで，また独立した貿易部門では海外に駐在員

を配するととになったが、大きくなると同時に心がバラバラ

になり易い。今年はミ心を一つにして社業の発展を、という

乙とを旗印として，一層の努力をしてほししづと訓示し，つ

いで大阪市大経済学部助教授磯村隆文氏の「今後の企業の在

り方と従業員の心構え」と題する記念講演があり，ついで42
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年度年頭総決起大会で示された基本方針

1. 計画は勇気と自信をもって実行しよう。

2. 仕事は力と根性をもってやり抜とう。

3. 目標は創意と，熱意をもって達成しよう。

を43年度には「われ等の信条」として唱和し，桑村専務から

次の43年度経営方針が発表された。

43年度は，f105パーセント必達jをスローガンに掲げて全

社一致示された方針に基づいて，遇進するととを悲に従業

員諸君と共にお誓いする。

1. 効率中心主義による体質の強化

わが社は創立20周年にあたり，かつ企業の体質強化に意を

用い，資本と人材の効率的活用によって勝抜く決意を表明

する。

自己資本充実による健全体質の実現

教育訓練による精鋭社員の育成

2. 誠意と創意による荷主信用の確立

わが社の生命線は「より早く ，より正確に，より安く」で

表現されたサービ、スの強化如何にかかっている。わが社の

今日あるのは荷主の好意あふれた理解と配慮の賜である。

本年は特にサービスの質が要求され、その質の優劣によっ

て会社の存在価値の軽重を関われる年である。依ってわが

社は，満足を得られる輸送体制を確立しなければならない

荷主に密着した総合連繋サービスの展開

流通革新に対する輸送技術の開発

正確，迅速，安価で機能的な輸送方法の確立

3. 人材の結集による付加価値の向上

やる気と創意と厳しさに徹した実力社員を教育訓練によっ

て養成し， 1人当りの付加価値を高めるよう，きめ細かい

管理を徹底する。

管理体制の拡充強化
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各事業部の目標

実力主義人事によるマイナスの排除

1人当たりの付加価値15万円必達

ついで各事業部長から別項の各事業部の目標と次の必年度

の成果が発表され，橋村主任の社員宣誓があり，恒例の社員

表彰に入り，小谷社長から模範社員5名と災害防止の表彰が

行なわれ，被表彰者を代表して，小山係長から謝辞を述べ，

松野部長の関三唱，楠元常務の閉会の辞があり，岩崎監査役

の発声で輝ゃく年の首途を祝う乾杯があって式を閉じた。

通運事業部

一一事業目標一一

付) 営業3部門の協力体制を，強化する。

わ) 日常業務の能率的且つ経済的な方策を推進する。

目標トン数(月平均)

混載発送 8，1∞ト ン

コンテナ" 卯O個

車扱 3，α)()トン

一一実践方針一一

μ) 現業部門としての，荷主サービス事項の充実を図るc

(ロ) 人的質の向上を図るため，朝礼内容を改善する。

村部門間での連繋事務の緊密化を図る。

(斗 混載発送経費削減のため，新規仕立を拡充する。

制 到着基地駅よりの継送を，効果的にするため，着扱屈と

の意志の疎通を図る。

付 リフト ，荷受，積卸作業の共同化を推進する。

(ト) 混載到着貨物の共同配達を推進する。
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営業部

一一事業目標一一

付) 徹底した原価計算のもとに取引条件の改善並びに代金の

完全回収により収益の向上を計る。

刷 新規獲得を重点とした増量・増収に徹し，混載月間仏∞o
トンを目標に積極的に営業活動を推進する。

一一実践方針ーー

刷新規獲得 トン数は1，∞0トンを目標とする。

(ロ) 混載並びに収益のあがる輸送に重点をおき，積極的K推

進する。

付 深耕開拓においては競合荷主並びに大口荷主に重点をお

き、対前年110%を目標とする。

(ニ) 既存荷主に対しては取引条件の改善を積極的に推進す

る。

制 2月と 8月Iと増送月間を実施し，増量と増収を計る。

車輔事業部

一一事業目標一一

原価意識の昂揚による黒字運営に徹する。

ーー一実践方針一一一

付) 混載集配車の充実により，1ヵ月 5，α)()トンの集荷能力

をつける。

(ロ) 地場、長距離輸送の開発により，増収を計る。

り無事故運転の推進

東大阪輸送センタ一

一一事業目標一一

口標トン数(月平均)

混載 5∞ トン

地場扱 日0トン

一一実践方針一一

少数精鋭主義、機械器具の導入によりロスを省き最大の効
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率を上げる。

松下事業部

一一事業目標一一

目標トン数(月平均〉

コンテナ 30個

混載扱 1，側 トン

一一実践方針一一一

げ) 前年の実績を固守すると共に、深耕開拓を積極的に行な

つ。

(ロ) 真の荷主サービスに徹す。

り 関係機関との連絡を密lとし、貨物事故防止を積極的に推

進する。

同職場規律及び労務管理の向上を図り人材の育成に努め

る。

重量事業部

一一事業目標一一

刊設備の増強、業務の能率化並びに業績の向上。

{ロ) 内部管理態勢の合理化。

村 誠意、努力、積極性をもって荷主と一体に躍進を計る。

大セ事業部

一一事業目標一一

万国博、山陽新幹線工事による繁忙が予想される。

μ) 撒セメン卜運賃の値上。

加) 撒車の大型化で機動力を増す。

付労務管理の向上。

Lニ) 職場規律の向上。

目標トン数(年間)

トラック部門

積込部門

伊吹事業部
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各事業部の成果

一一目標一一

目標 トン数 (月間)

通運部門 105，α刀トン

トラック部門 17，α泊トン

一一実践方針一一

運転者教育を徹底し、人身事故の撲滅を計る。

各事業部の42年の成果と特徴は次の通り (43年新年式典の

報告より〉

通運事業部

。成果

よ下Aゴ~I年間目標屯数| 年間実績|達成率
混載発送 I87，α刀トンI89，∞0トン 103%

コンテナ発送 I10，8∞個 I 10，916個 101% 

車扱発送 I42，∞0トンI43，210トン 102%

。特徴

特に混載貨物に主力を注いだ。

付) 混載発送経費削減のため，新規に，酒田，千葉，東横浜

の仕立を実施した。

(ロ) 混載到着貨物の合理化のため，市内 6地区の扇興運輸と

の共同配達を実施した。

営業部

(イ) 混載に重点をおき目標前年対比115%に対し，121%の成

績をあげた。

(υ) 月間最高間標7，500トンに対し，9月，10月，12月は

8，0∞ トンをオーバーした。との成果は経済界の好景気に

加え，営業，通運，車輔各事業部の努力と全社員の協力に

よるものである。
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東大阪輸送センター

混 載 4∞ トン(月間〉

地場扱 お0トン(月間)

松下事業部

付) 全国代理居直送照明器具取扱の深耕開拓lとより，月平均

30%の増量

制 全国代理居直送照明器具取扱料金の改訂及び才建て運賃

収受による増収

り倉庫利用による一貫取扱により30%の増量並びに，付加

価値の向上。

重量事業部

付) 大口新規荷主の獲得。

判事業基盤を確立。

り受注態勢を万全にした。

大セ事業部

。成果

大阪セメント大阪工場の積込料金及び， トラック運賃の改

訂。

。特徹

年々 ，輸送形態が袋詰セメントより撒セメン卜に移行して

いる。
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心を一つに貨物増送

伊吹事業部

区す芝ごJI月間目標トン数|月間実績

通運部門 I1∞ο∞ トン I101，回0トン

トラック部門 I 13，000トン 16，500トン

社長の年頭あいさつの「心を一つにして社業の発展を」と

いう目標をかかげて，各部とも活発に動き始めた乙の年の 2

月の貨物増送推進月間は，全社的実施目標を次の通り設定し

7こ。

目標 前年実績

混載発送 7，印0トン 6、590トン

長ンア皇 制 個 8'Zlイlì~

前年対比

114% 

109% 

車扱発送 3，0∞ トン 2，559トン 117% 

準備期間中には，本社の総合朝礼に，梅田倉庫における通

運，営業，車輔三部の合同朝礼を実施し，貨物増送推進本部

長から協力を要請し，達成の準備を進めたが，北海道の上り

関係、の輸送は，極端に制限され，在貨を中旬lζ持越す結果と

なった。

そのほか梅田駅の全般的な出貨は低調で，経済界の好況，

不況の先導車といわれる繊維業界が殊に低調で(昨年2月の

1割""'2割減)で，貨物増送推進本部では，2月上旬から全

力をあげたが，中旬に入っても全国的な雪害と上り関係で

は，米原駅の輸送事故など悪条件が重なったが，大手荷主，

国鉄関係、の積極的な協力を得て，各部「心を一つにして」の

努力によって悪条件下としては良好な次のような実績を収め

た。
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目標 実 績 達成率

混載発送 7，5∞ トン 7，，689トン 102% 

コンテナ" 銃刀洞 896f[ii[ 99% 

車扱 " 3，∞0トン 3、010トン 1∞% 

例年2月，8月の所謂ニツパチの閑散期に展開される増送

運動は，非1?;~と苦しいものであるが， 特に 8 月は得意先であ

るメ ーカー， 問屋筋の盆休み及び夏期休暇等が重なり，そ

の上，天候等による鉄道不通個所の頒発等種々の悪条件が

起り，そのスタ ー トは芳ばしいものではなかった。

しかし「閑散期の実績を仲ばす乙と乙そ，年間総目標の達

成につながり，また乙の運動を起すことにより従業員の士気

を高揚し，部門相互の協調と連繋が強化され，その勢いをそ

のまま秋季繁忙期に持って行とう」と申し合わせ，8月の増

送目標を次の通りとした。

混載発送 8，0∞ トン

コンテナ発送 950個

車 故 発 送 3，1∞ トン

本社に掲げられた懸垂幕
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社員バッジ完成

研修，訓練

8月1日から31日まで行なわれるこの運動は 2月と同様

に，年頭に小谷社長が特に強調した「和」を生かして，営業

部を先頭に通運部，車輔部が異例の合同朝礼を行ない文字通

り一体となって運動推進の中核となり幾多のアクシデントを

克服し遂に目標を突破し昨年度実績を8%上廻る成績を挙げ

ることが出来た。との成果の蔭には荷主各位のど協力と猛暑

をハネとばして汗とホコリにまみれながら努力した全社員の

総力結集があった。

梅田駅構内の管理運営，調整を行なうとともに年度毎に安

全競争を実施している梅田駅総合安全衛生協議会という会が

あって，三黄通運，梅田駅，日本通運，扇港運輸，大阪合同通

運，日本運輸倉庫，大阪鉄道倉庫で構成されているが，三黄

通運梅田駅作業所は，7月15日の表彰式で前年にっついて，

銀賞をうけた。なお38年には金賞をうけている。

永年の懸案だった社章(バッジ)が完成し，全従業員に交

附された。乙のバッジは業務上の外出時，通勤のときは必ず

つけるよう指示された。バッジは黒地に金象ガンのスマート

なものでバッジのひとつひとつに一連番号が刻印されて，名

簿lζ記録の上交附されたものである。

乙の年の研修，訓練は「まず幹部から」とあって，3月23

日本社会議室に社長以下26名が出席し定例研修会を聞き，講

師に大阪市立大学経済学部助教授磯村隆文氏を迎え「企業を

とりまく厳しい経済情勢を如何に対処するか」の議題で受

講。ゼミナー形式で質疑応答をかねて討議を重ねた。

第一線管理監督者訓練は，7月27日，8月9日，9月7日

に引きつつ、き行なわれ，係長，主任及び総括班長全員が出席

講師は藤波人事部長のほか日本産業訓練協会から随時，招鴨

している。目的は次の通り

目的 監督能力を啓発向上させ，責任と権限の明確化と地位

の確立に資し生産性の向上に役立てる。
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資本金1億5，000万円に

社歌と音頭成る

監督者としての職責の基礎的な理解をうながし，組織の

一員としての自覚を高める。

労務研究会は，5月1日から15回聞き，各職場から担当者

選任の上受講させたが，受講者は延べ却O名，講師は人事部

長の:まか必要に応じ総務，経理部が講師を担当している。

このほか5月8日から 7月20日まで，13回，管理者訓練

(MTP)を課長代理以上を対象として，講師に関口労働相

談所々長関口貫一氏を迎えて実施した。

例年，新入社員教育は座禅修行，自衛隊入隊などを行なっ

ていたが，43年度新規採用者25名は指導員7名， トレーナ-

1名に引率されて，5月17，18日，1泊2日で伊吹山(標高

1，377メートノレ)に登山訓練を行なった。

三黄通運では業務運営方式の近代化を強力に推進して，常

により良い新らしい輸送サービスを提供するため，昭和43年

9月3日取締役会の決議により，2、500万円の増資をするこ

ととなり10月24日その手続を完了し，資本金 1億5)0∞万円

となった。

社員が意気高らかに謡う社歌と，楽しい団らんの席などに

歌う音頭を創業20周年の記念すべきとの年に作るとととな

り，7月，小谷社長は，東京都世田谷区成城町に日本詩人ク

ラブ理事長西保八十氏を訪ねて作詞を依頼，作曲は日本作曲

家協会理事で，作曲生活30余年の古関裕而氏が担当して10月

末完成した。社歌は巻頭に掲載の如く ，日本作詞界の高峯，

西僚八十氏が，若々しき情熱を傾けて作られた作詞は，古関

裕而氏の作曲と相まって，三黄通運株式会社の力強い現在の

歩みと，洋々たる未来を告げる見事な社歌で，三黄音頭は次

の通り。
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本社正面玄関
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一階事務室
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社長室



専務室

役 員室

"' 



.6. 
ココE 議

応 接 室

室



経理部事務室



機械計算室

機械計算室
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人事部事務室
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本社倉庫





主な業績

口事業別取扱量 (昭和35年~昭和42年)

j毘 載 87，406 96，287 99，514 105，472 

コ ン ア ナ 25，030 48，410 58，430 60，655 

口 2，363 3，686 2，467 2，047 

伊吹営業 所 589，410 575，470 602，544 703，300 

AE2 h 計 922，356 927，805 938，172 1，025，928 

普通自動車 488，364 523，995 386，893 401，445 

生コン運搬車 1，083，667 1，258，124 1，522，931 1，519，198 

4Ebヨ、 計 1，572，031 1，782，119 1，909，824 1，920，643 

骨字 運 送 62，000 59，000 36，658 41，979 

r，，ロ、岸 荷 役 875，000 845，000 1，005，886 1，022，350 

4E2ヨh 計 937，000 904，000 1，042，544 1，064，329 

※道路運送事業生コン運搬車の実績は昭和39年より 三牛運送(株)に分離した為削除する。

35年
「ー

通運事業

36年

|.....1 ....~ 
.町・ ・圃..町・ ・圃.
道路運送事業

港湾運送事業

37年 38年 39iド

l ....~ ~.... ~ .司..圃..町. .圃.
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155，825 

103，729 

64，565 

2，100 

698，331 

1，024，550 

403，830 

-----------403，830 

42，423 

1，019，381 

1， 061，804 

39年

143，787 

109，655 

77，745 

1，747 

690，469 

1，023，403 

412，008 

---------412，008 

42，411 

1，019，224 

1，061，635 

40年
一r-

単位.屯

130，951 146，666 

124，558 138，259 

97，945 110，680 

1，471 1，250 

707，852 750，323 

1，062，777 1，147，178 

485，418 537，538 

------------------485，418 537，538 

21，303 -------1，027，817 1，030，905 

1，049，120 1，030，905 

41年 42年 43年

l ~....-l ~.... -l .町・ ・圃..圃..圃.l1..... _J I '....-l ・四・ ・圃..司..圃.

.=20万トン
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小口混載扱日発仕立駅一覧図
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混 載 発 送 貨 物の22111表

一年聞の比較(単位%)

家庭金物
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組織の変遷

昭和23年，共同組が株式会社として発足した当時は，職員

も僅かに20余人で，爾来，小谷社長のもと，家族主義的な組

織と運営で進んだが，昭和26年 8月，通運一般免許に続い

て，同28年1月，一般区域貨物自動車運送事業の免許をう

け，事業内容も広範囲となり，乙れに対応してスピーディー

に広汎な顧客の要請に応えるためにとうした形態を脱し，28

年4月からチーム的組織に切替え，近代化経営の第一歩を踏

み出した。

-128ー



新たに人事課を設けると共に通運部と営業部を夫々分離独立

せしめ顧客によりよいサービスを贈るため営業セーノレスマン
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秘書課，企画室の新設及び総務部門では人事部，経理部が夫

々独立して社内管理の万全を期した。

また特輸部が設けられて大阪窯業セメン卜株式会社，大阪

生コンクリート株式会社，両社の業務を専門に担当せしめ

た。この中大阪生コンクリート株式会社の輸送部門は後に三

生運送株式会社となって分離独立した。

8月38年

iI': 秘

画書

室課

調 f育、

j支務

諜課課課長果課

勤

外与事労

人4シι
;f円歩資経

金理

課諜

悔 iLt通

1+1 

載運
ノ合、

科
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43年 5月

業務遂行上に於ける機構の不備を補正して現行に及んでい

る。松下電工株式会社の業務を専業とする松下課，大阪金物

団地に東大阪輸送センタ ーの開設，重量事業部の発足，また大

阪セメント株式会社関係は大セ部が担当するととになった。

部|一一民薬草j
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現在の役 員

取締役社長 小谷定夫

幹 部

秘書課 人事課 監査部 調度課

課長上月 豊 係長恒石政国 次長谷口種三郎 課長代代田 収

11 三宅省吾 乗用車総務部
11 榎 文雄 主任大野忠穂

企画室 部長松野 静

次長新延栄三 調査課 庶務課 経理部

課長門長貫一 課 長 代 岩 井 義 夫 次長佃 肇

人事部 係長渡辺数男 主任高橋 章 財務課

部長藤波幸保 主任安閏勝彦 11 東浦久子 課長長谷川弘
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専務取締役桑 村啓之

常務取締役 小橋 藻美 常務取締役 楠 元鎮 弥

係長野田弘之 主任栗田信雄 大運橋 係長門谷正美

主 任辻 昭夫
管理課

課長久原治夫 主任田中 貢

経理課
主任松本義雄

係長辻本常治 係 長矢田 E目ヨ-

課長津田富久雄 11 小山 実

課長代枝広一彦 大セ事業部 主任砂村昌彦 営業部

主任大西清二 大セ課 松下課 課長尾上 三郎

11 西 沢 啓 治 課長藤田千晴 課長立小川忠士 課長代平間幸夫
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取締役 松野 静 監査役漆崎 実

相談役 岩崎一郎

課長代小曳信男 通運課 係長速水美明 主任山下倣三

係 長浅野 課長代辻 宏 主任平岡 猛 東大阪輸送センター

11 福田信雄 主任 山崎 清 11 松井玄吉 課長熊山倣弘

11 田中 宏 11 西原克治 11 井元滋夫 主任吉村和夫

11 白梅 猛 現業課 11 太田喜吉 伊吹事業部

主任浜田 潔 課長桜井盛雄 11 速水宏治 課長代野村豊治

11 上回貞治 11 滝本直吉 11 吉住健児 係長沢田貞男

11 岡村年一 係長藤原武久 車輔事業部 11 山田武志

通運事業部 11 長谷貞克 課長代倉崎 強 主任佐治重宗

部長中埜一郎 11 橋村秀次 係長中谷陸郎
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表 彰者

社屋新築記念 (32.7.15)

永年勤続 小山 実 勝はな子 東浦久子

優良従業員 中埜一郎 森下 栄 イ回 肇

丸田精郎 北 幹男 吉田駒楠

竹内敬佳 明石幸夫 関口善正

林 光夫 大橋章一 高山和義

林田義人 田村充穂 江村 清

山崎通明 菊谷 甫 上田 清

谷口種三郎 堀 壮一 奥井玉子

創立記念日 (35・7・5)

永年勤続 代田 収 井高唯夫 大西又吉

安藤清賢

災害防止 岩本岩ー

優良従業員 坂本博文 吉田繁太郎 大塚義子

黒岩 孝 熊山椴弘 畑 捨治

西 昭男

創立記念日 (36.7.5)

無事故運転 〔運航〉

木下重雄 松元澄雄 中野

板井沖一

事故防止 中島勝大

優良従業員 技広一彦 立小川忠士 有国 重雄

森本衣樹 岩井義夫 山本宗一

掘 隆二 角田繁信 野田 弘之

藤田 勝治 有本一美 伊藤良一

長崎正一

年賀式 (38.1.4)

永年勤続 問中源治 吉持文人

災害防止 高崎 優

人命救助 宮崎房雄

発明改良 熊山倣弘 水野 f夫

優良従業員 平岡 猛 小松鉄男 田中 宏

岡田喜平 小迫富江 西村範忠

吉山健三 川上健民 辻 昭夫
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小原秀志 藤 原武 久 中藤 三郎

峰山 操 戸井 清澄

年 賀 式 (39.1.4)

発明改良 小島 ヨム
災害防止 藤波幸保ほか 9名

優良従業員 下村百合枝 高崎 優 衣川| 寛

藤林典ー 岡田 清 吉田繁太郎

小曳信男 中村義次 前久保拓也

大河内武夫 岩 井義 夫 梶佐古景時

キ夏 文雄 小林重信 前原 岡IJ

野一色治巴 浜口多恵子 味村 穣

桜井忠雄

創立記念日 (39.7.5) 

賞状並に金一封と

夫人同伴にて白浜温泉一泊旅行招待

模範従業員 立小川忠士 北}II 敦行 竹田 義一

藤本光彦 坪井 喜男 高橋義昭

間塚良衛 谷川順夫

年 賀 式 (40. 1. 4) 

永年勤続者 代田 収

災害防止 丸内増雄 野島 貞男 上 回常 夫

優良従業員 山下倣三 井上 勝 松本 実

五百住博 大 西清二 河野 国民

橋村秀次 辻本義宗 鈴 木弘 幸

年 賀 式 (42. 1. 4) 

発明改良 池田喜代治

災害防止 三宅省吾

優良従業員 松本義雄 酒井 力 松山 安生

年 賀 式 (43. 1. 4) 

災害防止 小山実ほか 7名

優良従業員 平井政次 石川勝治 吉田 忠雄

林本勝治 中島義次郎
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運 搬 具

“- 混載フォームに於ける通運集配車

自 動 車

普通自動車 8屯積以上 45台

同 6屯積以上 26台

同 5屯積以下 35台

撒セメント用特殊車 8屯積以上 50台

型 車 3.5屯積以下 40台

サービスカー 6台

合 202台
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機 具 そ の 他

フオークリフト 3屯 積 以 上 8台

同 2屯 積 以 下 4台

ハンドリフト 各 屯 25基

ベノレ トコン ベアー 7 ロ1 6基

ウ イ ン チ 各 屯 1式

重量運搬用荷役用具 1式

一般荷役用具 1式

新 3号フォームの集荷貨物の取卸作業
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主な得 意先

愛鋼工業 [株式会社

株式会社朝日新聞社

池貝鉄工株式会社

イゲタ製鋼株式会社

株式 会 社 市 川 製 作 所

永 大産業株式会社

ヱビスは ぶ らし株式会社

大阪セメン卜株式会社

大阪生コンクリート株式会社

大阪染工株式会社

大阪陶業株式会社

大阪府玩具問尾協商会

岡本ノート株式会社

小川香料株式 会 社

小野薬品工業株式会社

金井重要工業株式会社

鐘閃紡績株式会社

兼 松江商株式会社

共栄社油脂化学工業株式会社

久保田鉄工株式会社

倉敷紡績株式会社

小松化成株式 会 社
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松 産 業 株 式 会 社

株式会社 松 製 作 所

近 藤 鉄 工 株 式 会 社

株式会社 阪 田 商 メZミL 

サンユーペイント株式会 社

塩 野 香 米} 株 式 メコミ入 社

昭 和 定唱程. 気 株 式 え三三入 社

日目 和 貿 易 株 式 メヱミ泊、 才~:

昭和フェニツクス工業株式会社

清水金物株式会社

昭和製綱株式会社

昭 和 戸屯手当 極 株 式 会 社

新大阪 板紙 株式 会社

株式会 社 杉 野 鉄 工 所

住友電気工 業株式会社

住友特 殊金属株式 会社

住友セ メ ン 卜 株式会社

世 界 長 株 式 メヱミ当、 社

f真 津 板 キ氏 株 式 辺ヨミ、1生

ゼ ;r、 フ ノレ 株 式 会 社

装 栄 株 式 メヱミ当、 社

株式会 社 大 同 製 鋲 所

大日繊維工業株式会 社

大日 日本電線株式会社

大 正 製 薬 株 式 メコミ当、 社

株式会 社 滝 沢 鉄 工 所

武田食品工業株式会社

武田薬品工業株式会 社

田島応用化工株式会社

多田 金 属工業 株 式会社
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田村駒常盤株式会社

筒中プラスチック工業株式会社

株 式会社 椿本チエン製作所

帝 国 金 網 株式 会 社

株式会社 寺 岡 製 作 所

株式会社 天 日ホ 商 居

東 海 産 業 株式 会 ネ:.1:

株式 会社 東京機械製作所

東 尽 製 綱 株 式 ~王L 1':1: 

東洋ゴム工業株式会社

東 洋リノリユーム株式会社

ナショナノレ住宅建材株式会社

株式会社西国製綱所

日産自動車工業株式会社

日新 製 鋼 株 式 会 社

日東電気工業株式会社

日本硝子株式会社

日本鋼線鋼索株式会社

日本 ス テ ン レ ス 株 式 会 社

日本セメント株式会社

株式会社 日本チェンブロック製作所

日本ドアーチェック製造株式会社

株式会社 日本動力安全機製作所

株式会社初田製作所

株式会社浜田印刷機製造所

目立金属工業株式会社

ピアス商事株式会社

福助株式会社

古河 電 気工業株式会社

フノレタ製菓株式会社

-142一



北越工業株式会社

株式会社毎日新聞社

松下電器産業株式 会社

松下 電 工株 式会 社

三 井物産株式 会社

三菱重工業株式会社 三 原製作所

三 菱製紙株式 会社

株式会社 山 口 玄

山 善機械器具株式会社

ユニオン硝子工業株式会社

リヒト産業株式 会社

ーアイウエオ順 ・敬称略ー

-143ー



居 所 一 覧

本 ネ土 大阪市福島区西梅田町17番地

電話大阪 (458)5 5 5 1番(大代表)

鉄道電話 (071) 3 8 7 0番

私書函大阪中央郵便局私書函第1240号

テレックス 524-2927 

電信略号 TRIYELL OSAKA 

車輔事業部 大阪市福島区上福島北1丁目13番地

電話大阪 (458)却79・2649・2578番

重量事業部 大阪市福島区上福島中 1丁目印番地

電話大阪 (458) 7 2 8 8番

東京事務所 東京都、港区港南4丁目 2番20-105号

電話東京 (474) 7 7 3 1 ~ 3番

テレックス 242-2020 

営 業 所 大運橋営業所大阪市大正区南恩加島町n目2番地

電話大阪 (551)1578・5086番

伊吹営業所滋賀県坂田郡伊吹村大字春照

電話 (伊吹)65番

横浜営業所横浜市鶴見区栄町通3丁目36の2番地

電話横浜 (501)0 458番
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現場事務所 小口混載集配大阪市福島区上福島北1丁目 2番地

電話 (458)6 2 0 6番(代表)

京口混載発室大阪市北区大深町梅田駅構内 3号門

電話大阪 (367)7676番(代表)

小口混載到着大阪市北区大深町梅田駅構内7号門

電話大阪 (458)9855番(代表)

口 扱大阪市福島区上福島北 1丁目13番地

電話大阪 (451)2743・7127番

東大阪輸送東大阪市金物町13号
センター

電話大阪 (723)2821 ~ 2番

駐 在 所 北海道駐在所札幌市東札幌駅構内

札幌通運株式会社東札幌支居内

電話 札幌 (83)2111番

九州駐在所福岡市吉塚駅構内

博多運輸株式会社吉塚支居内

電話福岡 (65)2531~ 8 番

新潟駐在所新潟市天神尾字西385の1

松下電工株式会社新潟営業所内

電話新潟 (47)9 1 7 1番
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倉庫設備

本社倉庫 大阪市福島区上福島中 1丁目50番地

鉄筋コンクリート建(おO坪)

電話大阪(458)5 5 5 1番(代表〉

梅田倉庫 大阪市福島区上福島北1丁目13帯地

軽量鉄骨平屋スレート葺 1棟 (68坪)

鉄骨平屋建波鉄板葺1棟 (100坪)

電話大阪(458)2 0 7 9帯

福島倉庫 大阪市福島区上福島北3丁目 (東海道線高架下)

鉄筋コンクリート 6駒 (150坪)

木津川倉庫 大阪市大正区新炭屋町156番地の2

軽量鉄骨平屋スレート葺 1棟 (306坪〉

電話大阪(551)6 6 5 4蒋

東京倉庫 東京都港区港南4丁目 2帯20-105ワ

鉄筋コンクリート建 (1印坪)

電話東京 (474)7731 ~ 3帯

その他の設備

木津川車輔 大阪市大正区新炭屋町156番地の2

整備工場 電話大阪(551)6654・9444番・(552)0481番
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加問.同体 ・取引銀行

加盟国体

取引銀行

特約保険会社
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全 国通運 業 連合会

鉄道貨物協会

近畿通運業連盟

大阪府トラック協会

大阪商工会議所会員

大阪港運協会

三和銀行 堂島支居

住 友銀行 福 島支居

日本信託銀行大阪支庖

協 和銀行 福 島支庖

日新火災海上保険株式会社

朝日火災海上保険株式会社

同和火災海上保険株式会社

日本火災海上保険株式会社
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三生運送株式会社

源流は佃営業所

代表取締役辻 武治

三黄通運株式会社を母体とする三生運送株式会社は，昭和

38年11月に創立されたが，昭和お年5月に大阪市西淀川区佃

町1丁目の大阪生コンクリート株式会社佃工場の生コンクリ

ートの運送業務のために，共同組が佃営業所を開設したのが

源となっている。

共同組はすでに、昭和26年8月、梅田駅の通運一般免許を

うけてセメント，阻料等を初めとする一般貨物を取扱い，28

年4月には梅田，汐留聞に混載仕立てを開始するとともに，

創業以来のセメント自動車輸送を行なっていたのであるが，

乙の関西初の生コンクリート輸送に当たって，ミキサー装置

の研究，試験を実施して，如何にして最高の状態で作業出来

るかを目標に装置の改良に努め，ついに川西式106m3積のア

ヂテーター装置を搭載したダンプ式特殊車輔 10輔を完成さ
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せ，佃工場の操業開始に備えた。

その聞の苫心談，失敗談は枚挙にいとまないくらいであっ

たが、たゆみなく研鏡を重ね同28年11月には，更に改良され

た東京金剛製作所の水平アヂ、テーター車2mB積車10輔が投

入された。生コンクリー 卜工場は，関西では大阪生コンクリ

ート 1社だけであり，官庁も，民間でもこの馴染みのうすい

生コンク リー卜に二の足を踏むと乙ろが多く ，宣伝も足ら

ず，その上，官庁への生コンクリー卜納入は入札制だったな

ど，悪材料が重なって，生コンク リートといえば，赤字を連

想するほどであった。

大阪生コンク リー卜株式会社は生コンクリートの関西の草

分けとしての背しみ，創業の苦難をつづけ，共同組もまたと

もに|険しい道をたどったが，営々たる努力は徐々に報われ始

め，神武景気の到来とともに，ようやく生コンクリートも理

解され始め出荷も軌道に乗った。乙れが昭和34年ごろであ

営業開始初期の生コン車販卸作業



三生運送の設立

る。以下，年代l唄に成長の姿をたどってみよう。

昭和34年一一お年池田内閣の経済高度成長政策がとられ

るに従い，設備投資への刺激は，生コンクリート需要を急増

させ，乙れに順応して生コンクリート工場建設が各地で行な

われ， 共同組佃営業所も 33年ごろに比べて車輔数で 4~5

倍，出荷量で5倍と驚異的な記録で伸びた。関西地区での生

コンクリート工場も，大阪生コン社の千島工場，神戸工場を

初め，15工場から30工場と倍増した。乙の好況の波に乗って

相ついで建設される工場とともに，共同組でも，33年，和歌

山営業所を開設して，大阪セメント和歌山出張所の生コンク

リート運送に当たり，35年4月には，千島営業所を大阪市大

iF.区千島町に開設して，大阪生コン社千品工場の生コンクリ

ー卜運送業務に当たった。

38年一39年新たに神戸地区に神戸工場が新設されると，

一層の販路が拡張すると共に，住友金属工業株式会社の第3

期高炉建設が最盛期となったことと重なって，実lζ 庇)()，α)()

m3と33年lと比し6倍強の出荷を達成した。

大阪生コンクリート(株)佃工場
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は年間数量
生コンクリート出荷の推移 台数は年間平均在籍台数

l 佃 | 千 島 | 神 戸 |和歌山 | 計 |

台数|出荷量|台数|出 荷 量 !台数|出 荷 量 |台数|出荷量 l台数|出 荷量1
28年 10 

29 25 

30 28 
31 28 

32 30 

33 35 

34 37 

35 38 

36 53 

37 71 

38 72 

39 71 

40 45 

41 39 

42 37 

計

しかし対内的に目を向けると，35年来の拡張につぐ拡張

で，企業も急激に膨張したため，組織と管理面において調和

を保持するととが出来なくなったので，お年11月生コンクリ

ート部門を分離し，三生運送株式会社を設立し発足した。

生コンクリート取卸作業 (ハイ口型車〉

10 11，615 
25 51，474 
28 59，062 
28 72，970 
30 116.878 

4 14，031 39 134，173 
4 54，649 41 217，822 

25 105，644 7 87，298 70 396，377 
53 256，459 14 152，967 120 647，564 
70 305，353 14 184，998 155 786，718 
73 272，684 20 27，662 20 81，718 185 670，780 
72 22沼，289 30 114，923 50 213，916 223 809，166 
48 173，843 35 123，266 40 107，911 168 561，033 
40 181，375 43 211，754 23 64，228 145 624，502 
40 171 ，906 39 181，789 25 53，171 141 572，159 

11 ，615 
51，474 
59，062 
72，970 
116，878 
120，142 
163，173 
203，435 
238，138 
296，367 
288，716 
252，038 
156，013 
167，145 
165，293 

2，3払 459I qo 
ph
u
 

Fh
u
 ，

 

5
 

n叫
uau ，

 

噌

i 6札 394¥ ¥ 1 ，ω ， 887 1 5 ， 7払29~j
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生コンミキサー車 (ロケット型 3m 3積)

生コンクリート取卸作業

40年一41年 39年末，池田内閣から佐藤内閣に政権がパト

ンタッチされる頃から，経済高度成長政策によるヒヅミの建

て直し策がとられたので，設備投資への抑制策が強力な「て

と」となり，業界lとも極端な不況が襲来した。加えて設備の

乱立で過当競争にあった生コンクリー 卜業界も暗治たる事態

に巻き込まれた。

見L・ f 吋 が剛，認

生コンミキサー車 (ロケット型4.5m3積〕

?をと垂..、一E
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殊lと三生運送の佃，千島両工場は他工場に比し倍の輸送能

力を保有していただけに，その風当たりは激しく一挙に現有

能力を半減という企業の生死を賭した再建策を採らざるを得

ない状態であった。

もとよりとれらの合理化案には労働組合も，その全組織を

あげて反対したが，関係先の絶大な指導と支援で一応，改革

に成功した。

創設期の苦難ー拡張一縮少と15年の聞に乙れらの貴重な試

練に耐え抜いた三生運送は，設立後5年を迎え，ょうやく安

定に向かつて力強く進んでいる。

所在地 大阪市福島区上福島中 1丁目 5番地

電話大阪 (458)大代表5555番

代表者 代表取締役 辻 武治

取締役田中 宏

取締役松野 静

監 査役神山政夫

設立 昭和38年11月

資本金 田，α)()，側 円

事業所 佃事業所大阪市西淀川区佃町 1-2

電話大阪 (471)必08番

千島事業所大阪市大正区千島町259

電話大 阪 (551)ω21番

和歌山事業所和歌山市布施屋字新田

電話 (和佐)126番

神戸事業所神戸市長田区苅藻島町 1-1

電話 神戸 (68)4777~ 8番

保有車輔数 生コンクリート用特殊車 148台

に
J
V



三生運送株式会社年譜

1m 千 島

28年 5月 大阪生コン株式会社佃工場が関生産西地
区IC初の生コソ工場を創立し 能
カ8式.000m' 
株 会社共同組はダンプ式ミキサー
車1.6m'積10台をもって発足

29年12月 出荷の増加に伴い 2m'積15台を増
車、工場生産能力も増強、12.000m'
となる。

30年 3月 アメ リカ式舶来ハイロミキサー車 3
m'積 3台を増車。計28台。

33年12月 旧設備を改造し、生産能力15.000m'
となる。3車附輔2 更3新5台完と了なしる、ハイロミ
キサー車 。 33年12
月14.528m'と関西地区の記録をつく
る。

35年 4月 大阪生コン株式会社千島工場新設車に
伴し、 ~I:.産能力18.000m' ミキサ -][ 3
M積25台-30台と逐次増車。

36年 7月 需要増加に伴い、生産力増強のため 36年 7月 需増要増加に伴い、更とにプラント 1基プラン ト1基増設し、2基合計、30. 設、計30.000m'なる。000m'の生産能力を有すること とな ミキサー車45台増車し、計75台とな
りミキサー車35台増車し計、70台と る。
なる。

37年 7月25日 | 三賀通運株式会社と名称を.変更

38年 6月 | 市内の交通事情悪化に対処して佃、千島IC、5台増車

38年11月 I IH1、千島、両事業所を三生運送株式会社として発足。関西地区IC生コン工場乱立し設備過多

による過剰競争の結果、稼動率50%を割り出荷激減

40年 2月 プラント1基撤去され出荷能力15.0
00m'となり車輔も26台減車、45台に
て稼動。

合理化計画に伴い、37台IC減車し現
在に至る。

40年 2月 車輔25台を減車し、50台にて稼動。

同
月。。年Au 

a告 40年 8月 合理化計画に伴い、40台(221器itL)
として現在IC至る。
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和 歌 山 神 戸

33年 8月 住高友炉金属工業株式住会社金和歌生山工場に
新設のため、 内IC コンク

リー卜工車場建3m'設積に4伴輔いコンクリ ート
ミキサー をもって発足、
生産能力15，000m'。

35月12月
住命友3m'金積属ミ工キ業サ第ー2車期10高台炉を建増設車工し事計下、

14台となる。

38年10月

住友命金が台属、るミ計工和とキ業、歌とサ3、山もー0第市台に車布増、33大施車期m'高阪屋し績炉生K、2移0合建コ台転計設ン、工事歌

38年 7月 大伴阪生コン株式力会社O神O戸M工場新設に

38年12月
下さ 和 い、生産能 2積0，0 
山工場 され 38年12月 ミキサー車 3n/ t'I20台 -30台とな
たため 4.5 る。
m'積と10 、44 
台なる。

40年 1月 和歌山、神戸、両営業所が三生運送株式会社に合併。

40年10月 第 3刻直言了の叩糊誠 | 41年 2月 神戸増市加役所高潮和車防災歌工事用として出
車の上、ーに25台とする。 荷 のため、 山より車輔配転

の上、20台を増 し50台とす。

43年 2月 第4期工事受註のため30台に増車し 43年 2月 防災工事完了に伴い減車の上、35台
現在lζ至る。 として現在に至る。



株式会社 三黄組

代表取締役広田政春

昭和39年8月「三黄通運株式会社」重量事業部が開設せら

れ，毎日新聞社，朝日新聞社，読売新聞社など各新聞社及

び，輪転機メーカーの浜田印刷機製造所等の新聞印刷輪転機

等の解体，据付け，移設並びに印刷関係機械を主体とする重

量品の輸送，梱包，保管等を行ない，業績も堅実に伸展し

たが，更に受註体制の強化確立と，業務内容の充実を図るた

めに昭和43年2月15日三黄通運より分離独立して「株式会社

主黄組Jが設立された。

作業場全景

。。5 
噌
E
4T

会株
社式
-剛岨・・
-醐暗

-輔副.

黄

組



機械取卸作業

車覇者整備

所在地 大阪大正区新炭屋町156番地の2

電話大阪 (551) 6 6 5 4・9444

(552) 0 4 8 1 

代表者 代表取締役 広 田 政春

取締役 小谷定夫

11 桑 村 啓之

1/ 楠 元 鎮弥

11 松野 静

11 中埜一郎

監査役 佃 肇

資本金 20，0∞，αm円

事業内容 新聞印刷輪転機及び各種工作機械の輸送

各種機械類の解体、組立、据付

荷造、柵包等

倉庫 業

各種自動車分解修理

設備

倉 庫 軽量鉄骨平屋スレート茸 1棟 却6坪

作業場 11 1/ おO坪
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三黄貿易株式会社

代表取締役小谷定夫

昭和40年4月三黄通運株式会社貿易部として繊維原料，鉄

鋼，真珠等の輸出業務を主体として開設されたもので，逐年

業績を伸長して来たが，更に飛躍的発展を期するには「三黄

通運株式会社」の商号では種々の難点が生じて来たので，貿

易事業を専業として貿易自由化に相応しい態勢を整え，更に

躍進を図る目的を以って昭和42年10月26日新会社として発足

した。

主要取扱品目及び取引額

鋼 材、金 属

繊維原料繊維製品

その他雑貨品

輸出入地域

年間 $ 1，600，000 

年間 $ 1，524，000 

年間 $ 232，000 

輸出 香 港 タ イ ス イ ス 台 湾 韓 国

輸入 イタリーフランス香港
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一一J

鉄鋼部のタイ国バイヤー商談

所在地大阪市福島区西梅田町17番地(三黄ビ、ル内〉

代表者代表取締役

取 締役

取 締役

取 締役

取締役

監査役

資本金 30，000，0∞円

海外駐在員香港

電話 大 阪 (458)5555番大代表

小谷定夫

桑村啓之

佃肇

加藤良樹

河野冨久雄

松野静

事務所 RoomN o. 1234 
Tung Ying Buiding 

スイス

SALAS S.A 
15. Rue du Cendrier 
P .O.Box 155 Nathan Road， Kowloon 

HONGKONG 1211 GGENEVe 1 
Switzerland 

繊維部のデザイン研究
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三黄通運株式会社

代表取締役寺内利之

かねてより東京地区への進出を計り輸送網の拡充を目指し

ていたが昭和38年7月五十嵐運送株式会社を傘下に収め，横

浜市鶴見区栄町通3丁目36番地に本社を置き，日本鋼管側及

び日産自動車闘を主な得意先として発足した。

昭和40年5月8日商号を三黄通運株式会社と改称し，周年

9月東京都港区芝海岸通6丁目 4番地に本社を移転し倉庫も

開設して貨物保管業務を開始すると共に，従来の本社はその

まま横浜営業所として発足させた。

昭和40年3月，東京都の区劃整理により，東京都港区港南

4丁目 別-105号と住所変更となり， 新たに住電産業の入

三賞通運本社倉庫

- 162ー



本社倉庫コンテナ到着 芝浦倉庫

出庫業務のため芝浦倉庫も開設して設備の増強をはかり，顧

客の要望に応じている。

所在地東京都港区港南4丁目 2番20-105号
電話東京(474)7731~7733番テレックス 242-2020

代表者代表取締役 寺内利之

取締役松野 静

取締役中埜一郎

監 査役佃 肇

設立昭和38年7月1日

資本金 20，α氾，α)()円 従業員 38名

営業所横浜営業所横浜市鶴見区栄町通3丁目36の2番
電話横浜 (501)0458番

本 社倉庫東京 都港区 港 南4丁目 2番 20-105号
電話東京 (474)7731~ 3番

鉄筋コンクリート建 (150坪)

芝浦倉庫東京都港区芝浦1丁目 4番2号
電話東京 (453)7731~ 2番

鉄筋コンクリート建 (110坪〉

運搬具ほか 普遁自動車 8トン積 3輔

普通自動車 6トン積 6 " 

普通自動車 4トン積 1 " 

小型車 3.5トン以下 7"

計 17輔
連絡用車輔 3輔 荷役機械一式

主要取引先

住友電気工業株式会社

大日日本電線株式会社

大 阪 陶 業株式会社

住電産 業株 式会 社

株式会社浜田印刷機製造所

日産自動車工業株式会社
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三責 通運株式会社 定款

第一章総 則

第 1条 当会社は三黄通運株式会社と称する。

第2条 当会社は次の事業を営むを以って目的とする。

1. 通運事業

2. 一般区域貨物自動車運送事業

3. 港湾運送事業

4. 海上運送業及び同代理業

5. 税関貨物取扱入業

6. 自動車修理業

7. 荷造桐包業

8. 倉庫業

9. 保険代理業

10. 前各号に附帯又は関連する一切の業務

第 3条 当会社は本屈を大阪市に置き其の他必要に応じ支庖，常

業所を適宜の地に設くることができる。

!#~ 4条 当会社の公告は官報に掲載する。

第二章 資本及び株式

第 5条 当会社の発行する株式の総数は五百六拾万株としすべて

額面株式と し 1株の金額は五拾円とする。

第6条 当会社の株券は拾株券，五拾株券，百株券，五百株券，

千株券の五種と し， すべて記名式とする。

第 7条 当会社の株式を譲渡するには取締役会の承認を要する。

第 8条 当会社の記名株式の名義書換を請求する者は株券を会社

に提出することを要する。

第 9条 株券の再発行を請求しようとする者は所定の請求書に記

名捺印 し， 次の何れかの書類を添えて会社に提出するこ
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とを要する。

1. 株券を喪失したときの再発行の場合は除権判決の正

本文は認証ある謄本。

2. 株券の致損又は種類の変更のときの再発行の場合は

その株券。

第10条 株券の名義書換及び質権の登録は毎営業年度末の翌日か

ら其の営業年度に関する定時株主総会終結の日迄之を停

止する。

其の他必要があるときは取締役会の決議により予め30日

以前に公告して臨時停止することができる。

第11条 株主質権者又は法定代理人はその住所，氏名及び印鑑を

当会社に届出ることを要する。

その変更のあったときも同様とする。

第三章 株主 総 会

第12条 定時株主総会は毎決算期後2ヵ月以内に之を招集し，臨

時株主総会は法令に別段の定めがある場合を除くの外取

締役会の決議に基づき社長が之を招集し総会の H時，場

所，会議の目的たる事項は取締役会の決議によって之を

定める。

第13条 総会の議長は社長が之に当たる，社長に事故あるときは

予め取締役会の定めた取締役の 1名が之に当たる。

総会の決議は法令に別段の定めがある場合を除くのほか

出席株主の議決権の過半数を以ってこれを決する。

第14条 株主又はその法定代理人を以ってその議決権を行使する

には当会社の株主でなければならない。

代理人は代理権を証する書面を会社に差出すことを要す
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る。

第四章役 員

第15条 当会社に取締役 3名以上，監査役 1名以上を置く ，但し

欠員を生じた場合でも法定の最低数を欠かず且つ職務の

遂行に支障のない時は次期定時株主総会文は改選期まで

其の補欠選任を延期するととができる。

第16条 取締役の任期は就任後第2回目の定時株主総会終結の日

迄とし監査役の任期は就任後第 1回目の定時株主総会終

結の日迄とす。

但し補欠又は増員により就任したる取締役，監査役の任

期は他の現任取締役，監査役の残任期間と同ーとする。

第17条 取締役の選任の決議は発行済株式総数の 3分の 1以上に

当たる株式を有する株主が出席しその議決権の過半数を

以ってする。

取締役の選任は累積投票に依らないものとする。

第四条 当会社は取締役会の決議をもって次の役員を置く。

1. 取締役会長 1 名

2.取締役社長 1 名

3. 取締役副社長 1 名

4. 専務取締役 若干名

5. 指務取締役 若干名

但し取締役会長，取締役副社長，専務取締役，常務取締

役は都合によりこれを定めないことが出来る。

取締役社長及び取締役副社長は各自会社を代表する。取

締役会長は取締役会の議長となり次の事項を行なうもの

とする。
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但し取締役会長が欠員のとき又は事故あるときは本条第

1項各号の順序によりこれを代行する。

1. 取締役会の招集及び主宰

2. 取締役会に対する議案の提出並びに報告

第四条 取締役会の招集通知は各取締役に対し会日より 2日前に

発することが出来る。 但し緊急の場合取締役全員の同

意があるときは招集手続を経ずして取締役会を聞くこと

ができる。

第五章計 算

第20条 当会社の事業年度は 1ヵ年とし毎年 1月1日より始まり

12月31日を以って終るものとする。

第21条 毎営業年度の損益金に前期繰越益金を加減し，利益の場

合は之を次の通り処分する。

法 定 利 益 準備金 毎期金銭による利益配当額の 1
10 

別途積立 金 若干

納税積立金若干

役員賞与 金 若干

配当引当 金 若干

次期繰越金若干

但し株主総会の決議を以って之と異る処分をなす事が出

来る。

第22条 本定款に記載なき事項は総て商法の定むる所に依る。
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安全管理委員会規定

(名称〕

第 1条 この委員会は 「三葉通運安全管理委員会」と称する。

〔目的〉

第2条 この委員会は災害及び疾病並びに交通災害を未然に防止

し，安全かつ衛生的な労働環境を確立して，従業員の福

祉と会社事業の健全な発展を図ることを目的とする。

(業務〕

第 3条 この委員会は前条の目的を達成するために次の業務を行

なう。

1. 安全衛生施設及び環境の改善に関する調査研究企画

2. 安全衛生教育及び安全衛生思想、の普及並びに宣伝の

ための方策

3. 安全衛生規律維持向上の方策の調査研究企画

4. 安全衛生管理者，遂行管理者，防火管理者の業務遂

行に必要な協力と進言

5. 交通災害防止に関する教育及び調査研究企画

6. その他安全衛生活動の推進に必要な事項

(委員会の種類〕

第 4条 との委員会は安全管理本部会 と事業部安全管理委員会と

に分ち推進機関として事務局を設ける。

2. 事業部安全管理委員会は本社及び各事業部に設け，犬

々本社及びその部の名称を冠し，その管理運営に関する

規定は別に定めるものとする。

(安全管理本部会〉
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第 5条 安全管理本部は第 3条に定める業務を含めて次のものを

行なう。

1. 会社全般にわたる共通事項

2. 事業部安全管理委員会より上程された事項

3. その他必要とする事項

(役員〉

第 6条 この本部会に次の役員をおく。

1. 本部長

2. 副本部長

3. 本部員

(役員の選任〕

第 7条 役員には次のものが就任する。

1. 本部長は人事担当常務取締役とする。

2. 副本部長は人事部長とする。

3. 本部員は総務部長，経理部長，事務局長，各事業部

長とする。

(役員の任務〕

第 8条 役員の任務は次の通りとする。

1. 本部長は本部会を主宰し， 会務を処理する。

2. 副本部長は本部長を補佐し本部長事故ある ときはと

れを代理する。

3. 本部員は本部会に出席 して定められた事項について

審議に参画するとともに事業部安全管理委員会の結果

を事務局を経て本部長へ報告しなければならない。
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(事務局〕

第 9条 事務局は定められた事項について常に調査研究をし，そ

の資料を委員会に提出するとともに本部会の連絡進行を

図り議事録を作成して本部長に報告を行なう。

2. 事務局長は人事部長とする。

3. 事務局長補は調査課長とする。

4. 事務局員は本部長の承認を得て事務局長が任命する。

(役員の任免〕

第10条 役員の任免は本部長の告示を以って之を行なう。

(本部会の開催〉

第11条 本部会は定例会議と臨時会議とに分ち，次の通り開催す

る。

1. 定例会議は原則として毎月 12日に開催する。

但し支障ある場合は事前に通知して変更することがあ

る。

2. 臨時会議は本部長が必要と認めるときその都度臨時

に開催する。

(改廃〕

第12条 この規程の改廃は本部会の議を経て行なうものとする。

附 則

(施行〉

第13条 この規程はi昭和41年 1月12日から実施する。

。
ゐ巧，

唱
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事業部安全管理委員会規定

(名称〕

第 1条 この委員会は三資通運安全管理委員会規定第4条に基づ

き設置し，名称は事業部安全管理委員会という

(目的〉

第2条 との委員会は災害及び疾病並びに交通災害を未然に防止

し安全かつ衛生的な労働環境を確立して，従業員の福祉

と会社事業の健全な発展を図るを目的とする。

(業務〉

第 3条 この委員会は前条の目的を達成するために次の業務を行

なう。

1. 安全衛生施設及び環境の改善に関する調査研究企画

2. 安全衛生教育及び安全衛生思想の普及並びに宣伝の

ための方策の調査研究企画

3. 安全衛生規律の維持向上の方策の調査研究企画

4. 安全衛生管理者，運行管理者防火，管理者の業務遂

行に必要な協力と進言

5. 交通災害に関する教育及び調査研究企画

その他安全衛生の推進に必要な事項

(役員〉

第4条 この委員会に次の役員をおく。

1. 委員長 3. 委員

2. 副委員長 4. 幹事

。。
勾
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(役員の選任〉

第 5条 役員には次のものが就任する。

1. 委員長は事業部長とする。

2. 副委員長は先任課長とする。

3. 委員は委員長の指名する者及び労働組合文は従業員

が選出する者とする。

4. 幹事は当該安全衛生担当係員とする。

(役員の任務〉

第6条 役員の任務は次の通りとする。

1. 委員長は委員会を主宰し会務を処理する。

2. 副委員長は委員長を補佐し， 委員長事故あるときは

これを代理する。

3. 委員は委員会に出席して，定められた事項について

審議に参画する。

4. 幹事は定められた事項について，常に調査研究を行

ない，その資料を委員会に提出するとともに委員会の

連絡進行を図り ，議事録を作成して委員長に報告する。

(任期〉

第 7条 役員の任期は次の通りとする。

1. 委員長及び副委員長は第 5条第 1. 2項の就任期間

中とする。

2. 委員は任期を 1年とし，再任を妨げない。

但し中途就任の場合は前任者の残任期間とする。

3. 幹事は安全衛生担当の期間とする。
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(任免〉

第 8条 役員の任免は委員長の告示をもって之を行なう。

(会議の開催〉

第 9条 委員会は原則として毎月 1回開催する。

但し委員長が必要と認めるとき，その都度開催する。

(会議の連絡〉

第10条 委員会を開催しようとするときは，幹事はあらかじめそ

の日時，場所，議題を安全管理本部会(以下単に「本部

会」という)の事務局に連絡しなければならない

2. 事務局員はこの委員会に出席 して意見を述べること

ができる。

(報告，答申〉

第11条 この委員会の委員長は，会議の結果を本部会の事務局に

報告しなければならない。

(改廃〉

第12条 この規定の改廃は委員会の議を経て本部会の承認を得て

之を行なう。

附 則

(施行〉

第13条 この規定は昭和41年 1月12日から実施する。
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自動車事故取扱規則

第一章 総 貝Ij

(目的〉

第一条 この規則は三責通運株式会社業務遂行中自動車により事

故を惹起したる場合における取扱いを確定すると共に従

業員の安全を図り且つ会社財産を保護し，もって自動車

運送の健全なる発達に資することを目的とする。

(定義〉

第 2条 この規則で事故とは会社所有の自動車に因って生ずる人

の死傷及び物件の損壊を云う。

(2) との規則では従業員とは自動車の運転士及び助手並び

に自動車の運行業務に従事するものを云う。

第二章 事故処理

(事故取扱事務〉

第 3条 事故取扱事務は本社調査課において主管し処理に当たる

ものとする。

軽微なる事故については現場責任者において処理するこ

とを得るもこの場合速やかに事務主管課に報告しなけれ

ばならない。

(事故報告〉

第 4条 従業員が事故を惹起した場合は速やかに別途報告書要領

に基づき現場責任者を通じ調査課に報告しなければなら

ない。

(調査課の措置〕

第 5条 調査課は報告を受理したときは事故内容を検討の上現場

"''
 



調査をなし所定の措置をとらなければならない。

第三章 事故 責任

(事故責任の明確〕

第 6条 従業員が会社の業務遂行中事故を惹起したる場合その賠

償及び求償の責任は全て会社において負担する。

但し業務遂行中と離も無免許，飲酒文は指定車輔以外の

車輔及び従業員の悪意文は重大な過失に基づくもの並び

に火災，盗難等の事故についてはその限りでない。

(2) 前項以外の事故については会社は一切その責任をとら

ない。従ってその費用の全額は当事者の負担とする。

(業務の見解〉

第 7条 事故を惹起したるときが会社の業務遂行中であるか否か

についての判断及び第6条第2項の判断は事故査定委員

会において審議決定する。

(損害の弁償〉

第 8条 従業員が第6条の規定により弁償義務の生じたる場合は

如何なる理由を間わず完納しなければならない。

(査定委員会の構成〉

第 9条 事故の取扱いを円滑且つ適正にするため事故査定委員会

を構成する。

(査定委員会委員の編成〕

第10条 事故査定委員会は人事部長委員長となり ，会社側より 5

名の委員と労働組合より選衡された 5名の委員より編成

する。

(査定委員会の運営〉

第11条 事故査定委員会の運営管理は委員長その責に任じ，調査課

において事故を担当する。

(査定委員会の開催〉

第四条 事故査定委員会は毎月一回開催を原則とし必要に応じ臨

時にこれを開催する。

尚開催に当ってはその都度委員長が委員を招集する。
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〈査定委員会の業務〉

第13条 事故査定委員会は本規則第6条の事故につき審議，決定

すると共に本規則第14条による異議上申の件並びに事政

取扱上の疑議につき決定する。

(2) 事故を惹起せる従業員にして当該事故が第6条に規定

せる悪意または重大なる過失に基づくものであることが

明らかに判明したるときは会社懲戒委員会にこれを報告

する。

(3) 事故査定委員会の議決は委員の過半数以上出席し且つ

出席委員の過半数の同意を必要とする。

(査定委員会と従業員の関係〉

第14条 従業員はその惹起せる事故の取扱いについて事故査定委

員会の決定に服従しなければならない。

但し取扱内容に相違があり著しく異議を生じたる場合は

委員を通じ査定委員会に上申することが出来る。

(査定委員会の議事保存〉

第15条 事故査定委員会の事務担当者は委員会の議事録を作成し

保存する。

第四章

(個人示談の禁止〉

雑 員リ

第16条 従業員が事故を惹起したる場合それが軽微なるものとい

えども事故現場において個人が示談をしてはならない。

(規定遵守の義務〕

第17条 従業員は本規則の定める条項に従わなければならない。

附 則

第18条 本規員Ijは昭和38年11月1日より之を実施する。

第四条 本規則実施により昭和37年 8月1日規定の自動車事故取

扱規定実施細則は昭和38年10月30日限りこれを廃止す

る。

-178ー



自動車事故取扱規則実施細則

(軽微なる事故〉

第 1条 規則第3条軽微なる事故とは次に掲げるものを云う。

1. 車輔事故にして双方の損害見積額合計が 5，000円未満

にして後日紛争の虞れなきもの。

2. 相手方車輔の保険にて処理出来るものにして，その金額

5，000円未満のもの。

3. 乗務員相互の人事々故にして医師の治療を要せないも

の。

(報告要領〉

第2条 規則第4条従業員事故を惹起したる時は速やかに事故現

場の最寄りの電話を利用し報告すると共に別添報告書式

により書面にて速やかに報告しなければならない。

(指定車輔〉

第3条 規則第6条の指定車耐とは運行管理者より指定を受けた

車輔をいう。

(異議上申手続〉

第4条 規則第14条に基き従業員が事故査定委員会の決定に異議

が生じた場合は委員を通じ書面にてその理由を上申しな

ければならない。

(重大な過失の範囲〉

第 5条 規則第6条の重大なる過失の範囲においては個々の事柄

につき内容を検討し，事故査定委員会の議を経てこれを

決定する。
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年 三並
ロ日

自・昭和15.8

至・昭和43.11

年月 |

昭和15年 8 I 共同組発足

糞 通 運 一般・交通運輸

日独伊 3国軍事同盟成立

米穀の国家管理実施

紀元2600年式典挙行

昭和23年 6 I 会社創立総会を開く l 財閥同族支配力排除法公布

7 I 資本金 100万円をもって株式会社共同組に改組設 l 福井に大地震

立を登記 l 通運業者第 1次新規免許

昭和24年 1 I 産業復興公団大阪支部輸送代行庖を命ぜらる

4 I 鮮運送を開始

海道部を設置 事務所を大阪市大正区三軒屋西 1

丁目におく

第 1封鎖預金解除

小口混載貨物運送規則 同補則

廃止

証券取引所再開

通運業者第 2次新規免許

昭和25年 1 I 臨時株主総会 定款第2条を変更 I 1，000円札発行

9 I 大阪及び神戸に於ける税関貨物取扱人の免許をう | 朝鮮動乱勃発

け 通関業務を開始神戸営業所を設置 l 通運事業法施行小運送業法

セメント輸送のため梅田駅に一般貨物と5.lIHとして l 日本通運株式会社法廃止

専属フォームを造る l 通運事業第 3次新規免許

11 I 梅田駅の限定免許をうける・

12 I 梅田駅構内に現場事務所を開設

昭和26年 4 I 臨時株主総会で増資決定資本金 500万円となる

6 I 臨時株主総会、営業年度を年1固に改める

7 I 就業規則実施

8 I 大阪神戸両港の海運貨物取扱事業の登録をうける

東海道線梅田駅の一般貨物免許をうける

9 I 梅田駅構内 6号門と 1号門に事務所を増設

10 I 一般貨物の営業を開始

11 I 大阪窯業セメント伊吹工場側線の通運取扱業を出

願
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マッカーサー解任

後任リッジウェイ中将

繊維暴落

恐慌相場

対日講和条約

日米安保条約調印

民間放送民間航空開始



年月 | 責 通 運 一 般 ・ 交 通 運 輸

和27年 5 臨時株主総会で一般区域貨物自動車運送事業を新 日米行政協定調印

規出願の件を議決 GHQ廃止

6 近江長岡駅の限定免許をうける 伊吹営業所を関 財関商号使用禁止令廃止

設し営業開始 全国通運業連盟結成

急行小口扱貨物制度実施

和28年 1 一般区域貨物自動車運送事業の免許をうける テレビ放送開始

4 汐留行混載便仕立開始 不渡手形大企業に波及

5 佃営業所を開設大阪生コンクリート株式会社佃 金融引締政策実施

工場の生コンクリート運送業務を開始

和29年 2 定時株主総会 円未満の通貨流通禁止台風15号

4 全運搬車の色をインターナショナル ・オレンジに 青函連絡洞爺丸転覆

統一 関門国道トンネノレ開通

7 臨時株主総会

取締役会 10万株の新株発行を議決

取締役会新株発行!C関する払込期日変更を議決

12 大阪自動車運輸労働組合結成

和30年2 共同組労働組合結成

4 第一、第二組合解散して総同盟大阪自動車運輸労

働組合共同組支部誕生

大阪港より鮮で塩化加盟肥料輸送 南掘割倉庫よ

り貨車輸送

11 大運橋営業所を開設し回潜部を乙れに移転

日百和31年 5 共同組職員組合、共同組従業員組合、共同組伊吹 この年好景気つづく(神武景気)

労働組合結成

特定貨物自動車運送事業の新規出願を決定

8 臨時株主総会 沿岸荷役事業を新たに行なうこと

を決定

10 九州地区混裁便仕立開始

滋賀県下一般貨物自動車限定免許うける

12 新社屋起工
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年月 | 責 通 運 一般 ・交 通 運輸

昭和32年 2 監査役桑村茂之社葬 5，000円札発行

4 北海道地区混載便仕立開始

6 新社屋完成 ソ連が人工衛星第 1号打上げに

7 新社屋竣工、レセプション 成功

新社屋新築記念表彰

8 取締役会で20万株の新株(1千万円)発行を可決

10 資本金を2，000万円p:::増資

取締役会

昭和33年 5 取締役会20万株の新株発行議決 10，000円札発行

7 資本金3，000万円IL増資 国民健康保険法公布 国鉄で日

8 和歌山営業所新設 本最大の50トンディーセソレ機関車

完成

昭和34年11 梅田一汐留間コンテナ扱開始 皇太子ど成婚

伊勢湾台風

大型コンテナ列車「たから号」

運行開始

昭和35年 4 大阪生コンクリート株式会社千島工場新設に伴い 東証ダウ株価1，000円突破

千島営業所開設 国鉄 3等を廃止

B 特輪部新設

7 創立記念日表彰(梅田花月で)家族慰安会

昭和36年 7 創立記念日表彰(梅田花月で)家族慰安会 九州p:::大地震(日向灘地震)

資本金5，000万円lζ増資 ソ連 ・人工衛星船打上げに成功

9 通運集配車l亡無線機採用装備 第 2市場発足

第 2室戸台風

昭和37年 7 三賀通運株式会社と名称変更 ケネディ大統領就任

港湾運送事業法改正に伴い新規免許を申請 東証夕、ウ平均 1，500円突破

久保田鉄工尼崎、住友電気工業伊丹へ駐在員派遣 アメリカの人間衛星第 1号成功

大阪市内トラックの交通規制

実施

昭和38年 1 年賀式 ・社員表彰 第 2阪神国道開通

2 共同組労組より分裂して千島生コン労働組合を 裏日本一帯大雪

結成 北九州市誕生

5 三賀通運野球部誕生 黒部第 4発電所完工

梅田駅労働組合誕生 新 1，000円札発行ケネディ大

11 大阪セメント事業部新設 統領暗殺さる

生コン部門を分離三生運送附を設立 名神高速尼崎一栗東閲開通

臨時株主総会資本金7，000万円に増資

12 I 三生運送料I戸営業所新設
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|年 月 | 責 通 運 一般・交通運輸

昭和39年1 | 育英会発足 ソ連のフルシチョフ解任

年賀式 ・社員表彰 第1次佐藤内閣誕生

2 | 和歌山営業所を和歌山市布施屋字新固に移転 東海道新幹線営業開始

定時株主総会 オリンピック東京大会開催

4 慶弔規定実施

5 貯蓄組合取扱規定実施

7 小谷定夫、五十嵐運送附代表取締役となる

創立記念社員表彰

B | 重量事業部を開設し、重量品運搬、機械解体据付、

荷造、梱包等の業務を開始

10 臨時株主総会 資本金 1億円lと増資

11 厚生資金貸付規定

昭和40年 1 年賀式 ・社員表彰 政府国債発行、不況打開策を決定

4 貿易部新設 朝永振一郎ノーベJレ賞受賞:

5 社屋増築起工 名神高速全通

五十嵐運送附を三貨通運株式会社(本居東京)と 国鉄の新混載制度実施

改称

10 社屋増築完工

昭和41年 1 安全管理委員会発足 全日空機墜落133人死亡

2 定時株主総会 カナダ旅客機炎上64人死亡

11 東大阪市金物団地IL輸送センター開設準備 BOAC機墜落、124人死亡

ソ連、アメリカ相ついで月面軟着

陸lζ成功

全日空松山で墜落50人死亡

中国ミサイ Jレによる核実験lζ成功
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年 責 通 運 一般・ 交通運 輸

昭和42年 1 年賀式 ・社員表彰 ・記念講演 初の建国記念日

2 定時株主総会 裏日本lと豪雪

4 入社式 ・第一次集合基礎教育 中国初の水爆実験に成功

松下課新設

実習及び実務訓練 (4・28まで)

東大阪輸送センタ ー開設

5 営業担当社員訓練始まる (9・21まで)

6 社員会発足

7 社内報「さんおうJ創刊

管理者教育訓練始まる (9・26まで)

卓球部生る

貨物増送推進月間準備始まる

8 | 管理者夏季合宿訓練 (8・6まで)

貨物増送推進月間始ま る

向上月間終る

9 l 幹部社員会発足

初の女子研修会開く

10 作業服を改善

資本金 1億2，500万円fC増資

三賀貿易株式会社発足

昭和43年 -1 I 年賀式 ・社員表彰 アメリカ北ベトナム ・パリ会談始

松下電工新潟駐在員配置 まる

2 貨物増送推進月間 ソ速など 5ヵ国軍チェコに侵入

7 社章(バッジ)告u定交付 メキシコ ・オリンピック

8 貨物増送推進月間

10 三賀通運社歌及び三賀音頭、作詞、作曲成る

資本金 1億5，000万円lζ増資

11 I 三賀通運20年史刊行
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編集を終えて

三葉通運株式会社の20年史を刊行することが決まったのは，

昨年，暑い初夏の一日でありました。以来，谷口監査部次長と

ともに，資料の蒐集，執筆に当たり，植野元会長，松下元取締

役等の参集をお願いして，貴重な体験談を伺うほか， 20年の歴

史の中に浮かぶ写真も極力，収集に努めましたが，終戦後の混

乱期に当たり ，資料も散逸したものが多いと思われます。

記述の 120年の歩みJは，必ずしも年代を追わず，1通運部」

「車輔の変遷Jなどと，項目毎に独立の形式を採りました。

カバーの色は，街を疾駆する三賀の車体のインターナショナ

ノレ ・オレンヂとすることに努めました。文中，敬称を略させて

いただきました。ご了承願います。

刊行に当たっては，大阪高速印刷株式会社が，数回の訂正に

も快よく協力されたことを感謝いたします。

(編集室 ・能勢辰〕
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三責通運 20年の歩み

昭和 43年 11月 3日発行

発行 三 黄通運株式会社

大阪市福島区西梅田町 17番地
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